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回l麗人ロ゜届|鎗薦員臺罵(ＩＣPPD）玉 ■

主催 [':1際医縦議旦述WＭ（ＩＭＰＯ）

地球〃１１模的nT1mM1のための|｣則会議員組織

（ＰＧＡ）

ショーラ・カウンスル（エジプト１１塊）

エジプト人１１.家族編祉行

共 催

人口と開発にBLIするアジア議員フォーラム

（ＡＦＰＰＤ）

人口と開発に関するI';1会議員１１１界委員会

（ＧＣＰＰＤ）

アメリカ地域人１１．１%]発議j｣グループ

（ＩＡＰＧ）

後援

国連人Ⅱ雑金（ＵＫＦＰＡ）

国|際家族i;I1l11i連盟（ＩＰＰＦ）

協賛

0M)アジア人１１.ljM発協会（ＡＰＤＡ）

】



主要役職者名

議長

ムスタファ・カマール・エルミー

エジプト上院議長

事務総長

桜井新

人口と開発に関するアジア議員フォーラム（ＡＦＰＰＤ）議長

総括報告者・文書委員会委員長

レティシア・ラモス・シャハニ

フィリピン人口と開発に関する立法者委員会（ＰＬＣＰＤ）議長
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ICPPD運営委員会議長団

エルミー議長（エジプト上院議長）左から二人目と、桜井新・事務総長（中央）

副議長（各分科会担当）および報告者

副議長（健康と死亡率）

報告者（ラポーター）

副議長（生殖に関する健康と家族計画）

報告者（ラポーター）

副議長（性の平等と女性の地位の向上）

報告者（ラポーター）

副議長（資源の動員）

報告者（ラポーター）

テレサ・モクシー議員（バハマ）

マーガレット・レイナルド上院議員マーガレット・レイナルド上院議員（オーストラリア）

パトリック・バロピ議員（ボツワナ）

オソレス・デ・ランザ（ウルグアイ）

エレナ・ポプトドロワ議員（ブルガリア）

モナ・マクラム・エビッド議員（エジプト）

ムーリー．Ｓ・デオラ議員（インド）

東祥三衆議院議員（日本）

２



地域作業部会議長および報告者

ヨーロッパおよび北アメリカ

作業部会議長ナタヤ・コズノワク議員（スロベニア）

報告者（ラポーター）パデイ・トルスネイ議員（カナダ）

ラテンアメリカ及びカリブ海地域

作業部会議長

報告者（ラポーター）

アジア太平洋地域

作業部会議長ナプシア・オマール大臣（マレーシア）

報告者（ラポーター）ビレンドラ・カタリア議員（インド）

アフリカ及び中東地域

作業部会議長ノラン・チド・マコンベ議員（ジンバブエ）

報告者（ラポーター）シェリフ・オマール議員（エジプト）

開発議員会議運営委員会国際人ロ

●運営委員会議長

桜井新 人口と開発に関するアジア議員フォーラム

（ＡＦＰＰＤ）議長、衆議院議員（日本）

●運営委員

マヘール・マハラン

ジャビール・トレス・ゴイティア

オーレ．Ｌ・シモンセン

モナ・マクラム・エビッド

Ｃ・カルキ・ジル

プラソップ・ラタナコーン

ジョン・エドワード・ポーター

エジプト人口・家族福祉大臣

ボリビア国国会議員

デンマーク国国会議員

エジプト国国会議員

ケニア国国会議員

タイ圧|上|廃議員

アメリカ合衆国下院議員

●共催組織

安藤博文

フランシスコ・ディブラシ

ケネディ・グラハム

シフ・カレー

国連人口基金事務次長

ＩＡＰＧシニア・アドバイザー

ＰＧＡ事務局長

ＩＣＰＰＤエグゼクティブ・コーディネーター

ＡＦＰＰＤエグゼクティブ・ダイレクター

ＧＣＰＰＤエグゼクティブ・ダイレクター

ＩＰＰＦ東南アジア、南アジアおよびオセアニア

松村昭雄

南アジアおよびオセアニア地域局長Ｖ、Ｔ、パラン

３



議員・ＩＣＰＰＤ鞭務総長が挨拶、ブトロス・ガ

リ国連諏務総長の挨拶を'1:1界保健機構（ＷＨ

Ｏ）の｢１１島宏711務総災が代読した。

このあと、ＬＩﾂﾞ|；の､『等と女性の地位のlhj上

ｌＬ健康と死亡>#《Ⅲ、資源調達１V、生殖に

関する健康と家族,ｉｌ１ｌｌ１ｉの４分科会に分かれて

討議した。

21-111の４１１は、〔アフリカおよび｢'1束地域〕

〔アジア人､'２洋諸'１<|〕〔ヨーロッパと北アメリカ〕

〔ラテン・アメリカおよびカリブ海諸国〕の４

地域に分かれて地域部会を6Mき、国、地域間、

地球規模の議員活動について討議した。

このあと令体会議を|)Mき、作業部会報告、

｢カイロ',`盾」および行動i;l111iiのとりまとめを

行って採択、ＩＣＰＤへ建議した。

「カイロ汽言」では、ＩＣＰＤが成功すること

の頑婆性を強調、各|'<llKI会議員が地方政府、地

域グループ、Ｊｌ２政11;j組織（ＮＧＯ）に対して、Ｉ

ＣＰＤで採択される「行動計iilii」を実施するよ

う積極的に働きかけていくことを呼びかけた。

力望：憲隣鰯,M鰯雲
食糧問題と、資金の調達には軍事費を削減して

もこれにあてるべきである、との意見が盛りこ

まれ、宣言内容の充突に貢献した。

このように、今''１１のＩＣＰＰＤでは1-1本から出

席した国会議員が枝極的に行動し、注目すべき

発言を行って１１１界行ＩＨＩから,蘭<評価された。

こうした結｣|とをＷiまえ、９ノ１８１１のＩＣＰＤ

で､桜jll：新ＩＣＰＰＤ'||:務総長がステイトメント

を発表し、ＩＣＰＤで採択される「行動計画」の

中に、ＩＣＰＰＤの「カイロ'ff言･」のﾙﾋﾞ本的な考

えを反映してほしいと強く典望。

同様に各lE1Il1会議１１がＩＣＰＤの行動計画に

積極的に協力していくことを約束して拍手を受

けたａ

｢国競呈搬舗1,《鯛三壱
部、カイロのガーデン。シティ。メリディアン

・ホテルに'11界107力'1<|からｌｌｉＩ会,議し1約300人が

鋤Uして醗大に開かれた。

この会議は、このあと９Ⅱ５１１から1311まで

開かれた|玉I連主催の「lKl際人ｌ１ｏｌｊＭ発会識」

(ＩＣＰＤ）に先がけ、人麺と地球に祇大な脅威

を与えている人'１.開発|川越を解決するために

国会議員が果たすべき役割を討議し、その結果

を集約した「カイロ寓言」を採択、|~1'1際人'１

・開発会議」（ＩＣＰＤ）に建議した。

各国国民から選ばれた代表としてのlil会議員

が、地球規模で連辮して'7二ちＭくり、人類と地

球を救うために人Ⅱ爆発を防ぎ、地球蝋境と調

和した持続可能な開発を実施することによって

安全な食糧や水を確保し、エネルギー公害を11｝

さないように史上岐人の戦|||＃会議をＩｊＭき、行政

府に刺激を与えたことはｌ１Ｉ１ｉⅢ|的なことである。

ＩＣPPDのきっかけを作ったのは「人１１と開

発に関するアジア議員フォーラム」（ＡＦＰＰ

Ｄ）で、「人口と開発にIjQするＩＲＩ会議員'１１界委

員会」（ＧＣＰＰＤ)、「人'１とＩ)M充に関するアメ

リカ地域国会議員グループ」（ＩＡＰＧ)、「IEl際

医療議員連盟」（IMPO)、「地球規模的活動の

ための国会議員グループ」（ＰＧＡ）の５つの国

会議員グループが共催。後援（資金提供）は

「国連人１１基金」（ＵＮＦＰＡ）で、’1本の←財

団法人アジア人１斗１兆１発協会」（ＡＰＤＡ）がＮ

ＧＯ（非政府組織）として協焚した。

会議は、１１１１１の３１１、ljM会式が行われ、ナ

フィス・サディック国際人１１．ＵＭ光会議(ＩＣＰＤ）

事務総長・国連人１１」iL余（ＵＮＦＰＡ)筑務局長

が基調講演を行い、ムスタファ・カマール。エ

ルミー・エジプト上院議艮・ＩＣPPD議長が歓

迎挨拶、人口と開発に僕Ｉするアジア議員フォー

ラム（ＡＦＰＰＤ）議長・桜井新・’1本[Iﾐ|衆議院

】



Ｎ･サデイック博士の基調講演要旨
｢認識。資源。立法。監視」４つの役割の実施を強調

ｼﾞ△、日の会議は、人'１と
７開発の分野で組織化

された国会議員の関心と行

動の長い伝統のi;l[でありま

す。人口と開発に関する節

１回国会議員のlKl際会議は

1979年８）｣2811から９）ｊｌ

ｕまで、スリランカのコロ

ンボで開催されました。そ

こでは人口と開発にULlする

I情報と経験を交換するため

に、地域ごとの集会を組織

化することを世界'１｣のlkl会

議員に訴えました。この呼

立献しました。この会議に

WWI集された参加詩のその規

棋と名声から、私は:再びよ

り人きな影響力を持って会

議がIjWかれるだろうと感じ

ました。今|ﾛ|の会議のＨ標

を達成するには、人11と開

発プログラムに費やされる

資金が実質的に増大されな

くてはなりません。そして

'[ﾐ|際社会は費11｣の３分の１

を負M1するために援助を増

人させなくてはなりませ

ん。アメリカ、日本、イギ

:Ⅷ（

､盃～巳FTf【
－ｸﾞ

ｰﾆｺﾞﾒﾑ（

ナフィス・サディック
ＵＮＦＰＡ事務局長
ＩＣＰＤ事務総長

びかけに対する川biは、１１{倒的なもので、まず;illめに

19811Ｍ京で、そして1年後にはブラジルで起こりま

した。ニュー．デリー、チュニス、ロンドンでは1984

年に集会が開かれました。そしてハラレでは1986年ア

フリカ全体の国会議i=i会i獅《|)M催されました。

リスを含んだいくつかの'｣1は、すでに援助を実質

的に増やすことを公言しました。それ故に私は、

必要とされている盗金のＩ１ｌｔとそれらの資金をどの

ように調達するかについて全体的同意を会議で得

ることができるであろうという、信があります。

カイロ会議に(､'2って、図会議員には人口と開発の

分野において少なくとも以下の４つの主な役割の

実行が求められます。

第１、人'１と接続可能な開発の関囮係について

‐般Ilj民の怠識を喚起する。

第２、人１１と開発プログラムに必要な資金の

（'十lPI1のために、lIil内の支援を動員する。

第３、行動iih1I1iの行動と勧告を、政1｜ﾁｶ溪際に

実行Ⅱ|来るように法律を策定し脳了する。

第４、おそらく最も重要

国濡曼鰐､鰯創:三等霧
の段階で必要不可欠な役割を}Hっています。それ

故に会議の結果は極めて重要であります。これか

ら２日間に渡って、皆さんは行動計'、草案の中で

の４つの最爾要テーマについて議論されます。そ

れは、リプロダクテイブ・ヘルスと家族計lilii、女

性の社会的地位のＩｉｌ｣上、発肢途上ＩＲＩにおいて死亡

率を削減するために緊急

になすべきこと、そして

資金と行動計画を実行す

る上で必要な資源の調達

方法を見つけることであ

ります。組織化された国

会議員の活動は1984年の

国際人口会議に、国会議

員を国の代表として参加

を奨励させる上で人きぐ

なこととして、行動

計画に添った活動が

きちんと実行される

ように保証し、また

監視するための国会

議員の組織を創設

し、改善することで

あります。
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るカイロ宣言人口と開発に関す

用であり、そしてヘルスケアの改善と教育の質お

よび利用のしやすさ（アクセス）を向上させるも

のである。人口と開発問題に対して今日私達がと

る行動が人類の将来を決定する。この人|］・開発

問題の解決はすべての人間にとってその尊厳を守

るために不可欠なのである。従って、持続可能な

開発を可能にするような、新しくより広い経済政

策を策定し、それに基づいて国際的な合意を築き

上げることが必要不可欠である。

１琶雰識!ご菫纐:現堯鵜
る国会議員の会議において、国際人ロ・開発会議

の前夜に人口。開発問題について討議を行った。

以下はその宣言文である。

２翻窒塁奎鱸芒ご元簔蹴晨
条、習`償が違っていたとしても、世界の指導者と

人々は世界に調和と協力をもたらすことを志向す

べきであり、このことに関して国会議員は顛婆な

役割を担っている。
生殖に関する健康と家族計画

巳震轍輕:鯛駅鑑
づけるという手法を取ることを積極的に受け入れ

る。私達は、すべての政府に対し向らの文化的アイ

デンティティー、価値観および伝統を尊重しながら

問題解決のために責任をもって努力することを強く

勧告する。従って、私達自身、国民の代表として、

家族計画サービス、情報および教育を手に入れるう

えで、私達の国に存在する障害を取り除くために最

大限の努ﾉ]を行い、そしてまたリプロダクテイブ・

ヘルスと家族計1山iを可能なかぎり広く供給できるよ

う支援を行う。私達は、更に私達の国のすべての人

口と開発政策およびプログラムが国際的に認知され

た劉又的人権を守るものでなければならないもので

あることを強く勧告する。

３菫壼二J二壱雲鰯雲灘議蟄
中で、枢要な時期にＩｊＭかれる国際人に１．１JM充会議

で上にみ出される結果の重要性をよく認識してい

る。私達は、すべての6M発計画政策およびプログ

ラムに、人口問題を統合的にその欠くべからざる

－部として、組み込む戦略を支持する。従って、

私達は国際人｢1.開発会議に参加している各国代

表に対し，国際人１１.開発会議の行動計ｌ１Ｉ１ｉに対す

る合意に到達するように呼びかける。

人口と接続可能な開発

４謹澱三壱鵜U二戦?里Ｐ
私達国会議員は、人lllM1題は単独のｌｌＩｌ趣として扱

いうる問題ではなく、人類にとっての諸条件の改

善を果たしうるこの地球の持続可能な０M発とい

う、より広い文脈の''１で扱わなければならないこ

とを主張する。人頬にとっての諸条件の改警を|ﾇ｜

りうる地球の持続'1能な開発とは、過剰Ⅶ拙の|叩

ｉｌｉＩと生産力の向１２を迦して、すべての人にとって

その生活の質を同｣二させる経済活動であり、貧困

の緩和であり、環境と調和的な持続可能な農業Ijli１

発、工業生産の達成、エネルギーと天然盗源の利

６鰯Ⅲ芙蝋ヂニ堂懸圭鑿
認識している。従って、家族計山iの（使用）に

よってγ期せざる妊娠を予防するために、私達は

各国政府に対して広範耐に家族計|[I1iの情報とサー

ビスを提供することで、l-Il絶の必要性を減らすこ

とを呼びかける。

Ｔ



て呼吸器疾患のリスクにさらされている。ＨＩＶ／

ＡＩＤＳは死亡率を高める原悶となっている。従っ

て、資金、特にドナー国からの資金はこれらの社

会的弱荷に向けられるべきであり、彼等にとって

緊急に必要となっている乳幼児および妊産婦死亡

率の低減のために使用されるべきである。

'性の平等と女性の地位の向上

７鯏織圭鐡篁灘蝋と
は、女性にとって璽要な結果をもたらす。私達は

更に、人類の発峻は、女Ｉ性は男性とIFil等の権利と

地位を与えることなくもたらされることは、あり

えないと信じるものである。女性にとって､ﾄﾞ等を

獲得するまでの過程は、単に利祐という観点から

見られるばかりではなく世の中の仕紺みを変える

と言う点からも考えられるべきである。そのため

には、女性に｢|らの性に対する意識を|(Ｉ|:させる

ことが必要である。従って、私達は教育こそが男

女平等と女'性の地位向上のための唯一の道である

と信じるものである。その教育は男女鑑別を肯定

するようなステレオタイプ化した社会的性叢を排

除することをＩ１的とし、男lLkと女性の脇ﾉﾌとパー

トナーシップを考慮にいれた形での女|ｿkの地位を

向上させることを｢Ｉ的とするものであるべきであ

る。従って、私達はカイロで採択される、ＩＣＰＤ

行動計両のし|｣にi;しlされた教育における１１標を強く

支持するものである。そして私達'21身、私達の国

に残る女性の公共および政治的な活動を含むﾈ'二会

参加を妨げ、鑑別するすべての法的、社会的、文

化的障壁を取り除くために関与する。私達は世界

中の立法者に呼びかけ、私達と共に'１§|家の優先課

題として女Ｉｘｌ２の地位向'二に取り細み、政府にその

ための立法を強化することを呼びかけるものであ

る。

ｇ芝羅驚ﾃﾞﾆｻﾞと雪縛篁繁
ることができる権利を支持する。そしてまた私達

は、,洲11が行動計ill1iのに|]にi;Llされた各国の問にｌｉＨｉ

たわる健康条,件と死亡の危険性の格差を減らすた

めに働くことを誓約する。

調達資源の

1o全|騰瓢向二嚇鱗
調達し、人口。開発問題に対する資源を大幅に増

加できるかどうかにかかっている。これが実現で

きるかどうかは、それぞれの|]1の社会的、政治

的、経済的そして文化的現突と人l]政策とプログ

ラムがその１１;|の中でもっている優先度による。人

1」・Ｉ)M発|Ｍ１題の解決を尖り,Ｉするために、私達は

人々の代表として選ばれた存在として、人々の人

１１と開発のための行動に対する支持を仲介し、予

算上の、人間および行政｣ｪの能ﾉ］（資源）を有利

にlllu分する宜任を受け入れる。私達は、国内的お

よび'１(|際的な財源を十分にiilM達する必要性がある

との強い国際的合意に１/:iﾐⅡし、行動計画に記され

ている必要と推計されている資源（量的目標）を

支持する。人口と開発に対して更に必要となる資

金は、ｉｌＭｉ:萱を削減することによってもたらされ

るべきである。

健康と死亡率

ｓ全鷲纐鎬鰯二繍顛
幼児と女性の]：婆な死亡原因となっている。少な

くとも50万人の女性が妊娠に関連してﾀﾋとし、出

生とこの妊産AT}ﾀﾋﾟ亡の99.5％が途'二''１でおこって

いる。加えて多くの人々が感染症、ffjMl2虫病そし

７



－持続可能な開発という地球全･体の視点から見

た人口と持続IiJ能な開発にｌｊＬｌする政策決定者と

一般市民の認識を,l]jめる。

－各地方（サブ・ナショナル)、各国、地域、

地球レベルにおける人'１とIjM発に関する国会議

員の委員会を設血又は強化する。

－'11界｢'１の人'１と持続可能な開発の分野に携わ

るI茎|会議員の'１}]の協力を促進し拡大する。

11鶏肉麓全蝋鯨蝋
ための立法を行うために働くことを密約する。そ

して国際社会に対しては人１１．１)'１発'''1趣の解決の

ために行動計画に示された１１標と｜|的を達成する

うえで必要な活動を実施するために必妥な資金を

供与するように呼びかけるものである。同時に、

分散化、大衆参加、特定のグループにしぼり込む

こと、国家の対応能力を|;]|_上させるなどの方法を

取ることで、現在存在している資金を効率的に使

うこともまた重要である。
関与から１ﾃ動へ

私雲潟二１塁:;鰯二F鱗
れ以外の部分でも、適切に私達の個人的な関与か

ら政治的な行動へと移行することを誓約し、その

他の人々を私達のhIi動に加えていくことを促進す

ることを密うものである。

びかけ行動のﾛ平

12鰯鰯蝋旱:二鱸贄
ＩＣＰＤ行動計画を国家レベルで実施するうえにお

いて、また国家のそして地力のそして私達の惑星

に対する新しい関心を呼び起こすうえにおいて、

そして政府が人類のためのlR1家政策を作るうえ

で、特別な役割を持っている。従ってすべての|玉１

会議員に以下のことを呼びかける。

－各国政府が国家人l｣政策とプログラムを形成

することを可能にするための立法を行う。特

に、女性の地,位を法的、社会的、経済的そして

文化的に向上させることをⅡ的とした立法を行

う。

－女性に対･する差別撤廃条約を批准していない

政府に対して、批准を求め、そして実施の隙視

を求める。

－そのような政策とプログラムを監視し、評価

するための国会議員のための細織を設立する。

一人口政策とプログラムを実施するうえで、増

加する資金需要に対して予算上で承認する。そ

してそれを支援する立法を行う。

－国家の人口・開発政策およびプログラムを実

行するために必要な|玉|内の資金の利11]について

選挙民の支持をとりつける。

ＩＣＰＰＤ･]ＩＣＰＤ参加国会議員団

団長’'''1ｌ太郎（元外相・衆。目）

小杉陸（衆・自）

清水嘉与子（参・目）

堂本暁子（参・社）

大渕絹子（参・社）

東祥三（衆。公）

小池百合子（衆・日新）

＝以上政府代表|団

桜井新（元環境相。衆。目）

広ＩＩｌＦｌ１歌子（元磯境相・参。公）

松岡利勝（衆。「1）

松1<忠洋（衆・「|）

栗原博久（衆・「1）

南野知忠子（参・日）

川橘幸子（参・社）

'一'二'7ﾋﾟｉ珠子（参・公）

事務局

広瀬次雄（IM11WJMアジア人口･開発協

会常務理事・事務局長）

楠本・修（同研究員）

北畑lli1i代（同l職員）

咄

ＩＣＰＰＤ･]ＩＣＰＤ参加国会議員団

団長’1｣１１１

小杉陸

清水嘉与子

堂本暁子

大渕絹子

東祥三

小池百合子
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＝以上政府代表団

桜井新（元環境相。衆。目）

陵''１和歌下（元畷境相・参。公）

松岡利勝

松下忠洋

栗原博久

南野知恵子

川橋幸子

'一|]ﾜﾋﾟｉ珠子
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事務局

広瀬次雄(IM151il法人アジア人口｡開発協

会常務理事･事務局長）

楠本・修（同ＩＪＩ:究員）

二1上畑llili代（同職員）



分科会要旨 lＣＰＰＤ

、

夢ﾙｰ琴Ｉ '性の平等と女性の地位の向上ｃ
ノ

1．作業グループＩの議及は、エレナ・ポプトド

ロヴァ（ブルガリア）,幾１１が務めた。また、リ

ソース・パーソンには、インドネシアの小児科

医でlil会磯貝のナフシア・ムポイ博'二ならびに

マヌエラ・ラモス迎動のディレクターであるス

サナ。ガルドス博士が務めた。報告}11,Ｗfはモ

ナ・マクラムーエベイド女史、作業グループ普

記はＡｏＭ・カーン女史が務めた。

２ムポイ|('1ｉｆは、初めに、人｢|と開発の政策を

,'2J効なものにするためには、女'性の地位のｌｆＩ１２

が不可欠であると述べた。博士は、この過程に

おいて女|ｿﾞﾋの教育が重典であることを強調し

た。しかし教育だけでは｜-分ではない。社会が

変わらなければ、教育の効果もすぐにiiIj減して

しまうであろう。ムポイ博上は、社会のiii位と

しての家族の軍要性と、家族構造への,rliまるハミ

ノ]を鑑みて家族を強化する必要があることを強

調した。家族の存在は社会にとって極めて重要

である。ムポイ博士は、女性の地位の'6｣上を達

成するためには、以下の４分野における介入が

必要であろうと結んだ。すなわち、’ｌ能な限り

あらゆる蝋境において強ﾉJな文持、法的な兄直

し、改聞'〔および開発、財源およびその他の資源

の増ﾉilll、政府および地域を鑑盤とする%１１縦なら

びに打椛行との対話を維持する必要である。

３ガルドス博１２は、子供が/Iﾐまれたその１１から

始まり、。ﾐｶﾞｉｉにわたって続く社会の''１でL1j女の

役割が決まっていく過醒（ジェンダー・アイデ

ンティフィケーション）について検討した。ノヒ

米男子は意志が強く、力強いものとして、女子

は繊細で他を頼るものとして見られる。この男

女の社会的性差は、女･Jfkより男子を大11:に扱う

教育制度によって強化され、最終的には、ｿ｣性

の支配と女性の依存を存統させる政策となる。

ガルドス鱒|:は、女性に権限をﾉjえ、女性の依

イfのサイクルを打ち破る政榮を遂行するrlt典!'/ｋ

を強調した。この政策は、男性から権限を剥奪

するのではなく、むしろ女性に｢|分たちの/k活

をｻﾞrBMするﾉ]をりえることを１１桁すべきであ

る。とりわけ、女性は自分のからだと生liil1【力を

↑ｻﾞ!:Ｈ１】し、財政的に独立し、表現の平等を与えら

れるべきである。

４数名のメンバーは、男女､ﾄﾞ等と女性の地位Ⅲ］

［を保証する’二での主たる奨索として、立法と

法の施行の底別を行った。これに関する法律の

必要性を認めながらも、２～３名の参加者は、

法が存在するだけでは、リ)女､|x等を保証するに

はイー|-分であると言及した。女性がこれらの法

『ｌｔの存在に気づいてすらいない例が見られる。

あるメンバーは、一部のアフリカ諸国では、女

,ｌｌｌｉの健康にｲj`,';な慣行に対処するﾌﾟこめの法１１tを

制定する必要があることを言及した。また別の

メンバーは、本会議が、各１Ｊ<|政府に対し「女性

ノ剛１１撤廃にlX1する条約」に調印し、議会がiil条

約を批准するように要請する決議を採択するこ

とを勧告した。

5．多数の国において女'性は生計を夫にほぼ全111ｉ

的に依存していることから、女性はあらゆる穂

｝inの虐待による被害を受け鉛い。これに対し

て，所得をjQllllIする活動などのi汁''１１を実施する

ことで経済的依存を軽減する必要と共に、女性

を訓練し、女IlliがIと１分たちの権利を自覚するよ

うにさせる必奨が、強調された。

6．教育こそ、ｿ)女平等と女性の地位の向上を達

成するまさに蚊も重要な要素であることが一般

に合意された。ひとりのメンバーは、自陣1の状

ｶﾞﾑに言及して、女性が非識｣芋将で無学であるか

ぎり、いかに多くの法律が制定されても女'１ﾉ|：の

９



とを理解する

ことが誠に重

要である。女

性を開発の過

程に統合する

ことは、一昔

地位を変え

ることはな

いであろう

と論評し

た。もうひ

とりのメン

バーは、異

なる見解を

活躍する日本議員団（左から小池､中山､川橋､南野､栗原の各議員と後列右から

東、清水議員＝分科会会場で） 前の考えであ

ると強調し、

女性の地位の向上のためには、とりわけ社会に

おける男女の役割に関し、男女双方の姿勢と行

動に大きな変化が必要である。

1o・数名の議員が、変化の対象としてではなくむ

しろ変化の主体としての女性の重要性を強調し

た。従って女性は、変化の受益者としてのみな

らず、変化の主体者として見られるべきであ

る。これは、とりわけ、女性がしばしば避妊の

対象として扱われる家族計画および人口政策の

分野について言えることである。

11．ひとりの参加者は、女性の権利における宗教

の役割について論評し、いかなる宗教に対して

も女性の自分自身のからだに関する管理を否定

することを容認すべきではないと強調した。別

の議員は、国はその宗教や文化的価値に従い法

律を制定する至高の権利を有すると主張し、こ

の見解に異議を唱えた。

12．数名のメンバーは、戦争は平等を妨げる主要

な障害であると述べた。戦争は人間の攻撃性と

男性優位を増強するものであり、それは戦争が

終わった後も長く続き、社会のあらゆる局面に

浸透する。従って、平和なくしては平等もな

い。男性は、２万年にわたり、保護者と闘士と

なるための教育を受けてきた。しかしこれらの

機能はもはや必要ではない。今女性が必要とし

ているのは、パートナーであり、友人である。

述べ、男'性を教育する必要を強調した。彼女は

とりわけ、女性の地位向上に対する－部の男性

の否定的姿勢に言及した。これに関連して、数

名のメンバーが男女平等と女性の地位向上を目

指す努力において男女のパートナーシップが必

要であることを強調した。男女は共に、家族と

地域社会の福祉のためにこの目標に向けて団結

努力するべきである。

7．作業グループの数名のメンバーは、女児なら

びに若い女性の教育、ならびに女'性の地位向上

のためのプログラムに対する資金供給を増大す

る必要性を強調した。援助提供国からの国際支

援の増大と共に、女性のために国家予算が優先

的に向けられることが必要であると述べられた。

8．作業グループの数名のメンバーが述べたよう

に、多くの国において、男女議員のバランスが

取れていない。政治過程への女性の参加を増大

し、高い地位につく女性の数を増やすことの重

要性が強調された。ひとりのメンバーは、政党

における女性の数を増大すべきであることを強

調し、もうひとりのメンバーは、民主主義社会

では、確実により多くの女`性が議員に選出される

ようにするのは有権者の責任であると強調した。

9．男女の不平等については、数多くの議論が行

われてきたと、作業グループのメンバー数名が

述べたが、しかし実際には、女性の地位向上の

ためになされたことはまだ多くない。従って、

作業グループのひとりのメンバーが述べたよう

に、女性の地位向上にむけて努力することと、

性差の自覚を作り出すこととは同じではないこ

１０



、

夢ﾙｰ篝I’ 健康と死亡率。
ノ

1．作業グループ１１の識及は、テレサ・モクセイ

上院議員（バハマ）が務めた。また、報('『ｲﾄPl1

者はマーガレット。レイノルズヒ院,溌貝（オー

ストラリア)、作業グループi'１:iiLlはセスラミア

．Ｌ・刃・ラオ（ＵＮＦＰＡ）が務めた。ま

た、リソース・パーソンには、アブデル・ラヒ

ム・オムラン（メリーランド入学、ジョージ・

ワシントン大学）がその征に､'ｉたった。

２オムラン教授は、疫学変移モデルの状況にお

けるｌｌｔ界の他Miとﾀﾋﾟ亡率にljQする発表の'１１で、

人１１学上の変移のl縦史|`1りな1'ｆ蛾を税Iﾘ]した。教

授は、平均余命の{111びは、伝染ｿ,jiの裳退に伴う

死亡率の低卜、保健技術のlnjIX、／|:活様式の変

化、ならびにそれに{1くうⅡ|/'さ*の低|､､に関係す

ることを指摘した。リilｲ'三、｜州１発途|」'<|は人L1学

上の変移のあらゆる段ﾙﾔにあり、この変移の特

徴は国により異なる。

3．予防可能な心臓病、,伝染jijj、リプロダクテイ

ブ・ヘルス（上|皇殖にBLIする健座）に関わる疾病

の,罹病率に関しては、ljM発途ｌ１ｌｌ：1と先進国では

依然大きな格差が残っている。エイズのような

新しい疾病は、深刻な彩郷を及ぼしており、結

核やマラリアなどの仏染)lljjが｢ljll}現しつつあ

る。総合的な保健分野においては改善が見られ

るにもかかわらず、ＵＭ発途｣」lflでは先進|'flに比

べ、母子の死亡率は依然としてilJい。この状況

は、出現する疾lllj<iにH1])ｲ`に対ｌｉＬ、|矢擦の改善

をし続けるという課迦に取り組む二軍の戦１１１＃の

必要性を示すものである。

４オムラン教授は、行動計･II11iの保･健。平均余命

のF|標は達成し得ることを強調した。奥に教授

は、具体的な|=|標を定める、法律を策定する、カ

イロ会議で決定した１１標を火施する国家政策を促

進するなど、議員に期待される役１１;||も強調した。

作業グループにおける討議

５．はじめに,他L1iとﾀﾋﾟﾋ率に関する作業グルー

プではさまざまな怠几が出され、１回会議員の行

動の優先lpqZとして以卜のテーマが繰り返し言

及された。

ａ）資源の洲述

ｂ）’１:親のﾀﾋﾟﾋ率と家族計画

ｃ）健康にUL1する諸ｌ１ＩＩ題

ｄ）女１１ｿﾞﾋの地位のｌｒＩ｣三

ｃ）’'1会議し｣の役ｌＩｉｌｌ

多数のi幾11が、文化・宗教の伝統を維持する

飯要'|ｿ|;、各|'<|の(|j'|度'１１１行の枠組みの中での国と

しての優先'Ｍ１、食Ｉｈ１/|猟と人口の連関、比較

密度および仙健Ｎｉと経済ljM光の相関関係の観点か

ら｣,』た人'１過疎、ならびに人１１と持続可能な開

発の不nJ欠な典糸としての環境問題に取り組む

重要'''１２に焦点を､'↑てた。更に、家族計画は、人

「1に関する１１棟を達成する手段としてではな

く、Ｉﾂ:「の健康を改祷する重要な戦略として考

えられるべきであることが強調された。更に、

決して人１１１W力Ⅱを抑怖Ｉする問題が否定されては

ならないことが強調された。

6．資源の調達多数の発颪二ｉｉｉが、先進諸国と開発

途上洲l<||('１，ならびにｌＩｉ１内での資源の平等な分illil」

の問題を強,iMilした。登jM1の''１腿は、持続可能な|汁１

発に閏逃して、|(|:会い他Ｎｉに関する'二|標を週典す

る｣己で依然として頑人な問題である。参加者は、

先進諸|'<|と|)'1発途ljl<1111]には、消費パターンと富

の分配において大きな格差があることに注目し

た。開発途l冒国においては、膨大な対外債務を負

う国が多く、保健部ｌ１１ｊに十分な資源が割り当て

られていない。この状況はとりわけ母子の健康

に影響を及ぼしている。途上国においてはま

７７
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大渕、松岡、松下の各議員＝分科会会場で）を受けることが

た、地域間に

も格差が見ら

れ、富の分配

における不公

正が増大して

いる。ひと

空ニーエヨ虫晤

￣直且
田守

活躍する日本議員団（左から清水、東、
できるようにす

ること、情報へ

のアクセス、ならびに妊産婦の罹病率および死

亡率を低下させる手段として文化的に受け入れ

られ、また経済的にも利用できる家族計画サー

ビスに、直ちに取り組むよう努力するべきであ

る。

10．女性の地位の向上数名の報告者が、健康と

開発の総合政策にとって不可欠なことは、女性

の地位の向上であると論評した。すべての女児

が教育をうけることが今後とも最終目標である

べきである。「女性は選択権と発言権を与えら

れるべきである｡」法律の策定ならびに社会部

門における資源の割当に関する意思決定に、女

性が参加することが不可欠である。女性は、生

活のあらゆる面に関して情報に基づいた自由な

選択を基盤に、自主的な決定を行うことができ

るべきである。

１１国会議員の役割作業グループの参加者は、

ＩＣＰＤ行動計画のフォローアップの枠組みの中

で国会議員が果たすべき重要な役割を強調し

た。国会議員は、技術的、政治的に、資源が社

会部門、とりわけ教育と健康に十分割り当てら

れるように保証し、国家健康開発計画でその強

化のために努力すべきである。国会議員には、

（喫煙の制限など）消費パターンを含む健康な

ライフスタイル、ならびに環境保護を推進する

姿勢や行動を支持することにより果たすべき重

要な役割がある。持続可能な社会・経済開発に

向けての必要な手段として、予防保健プログラ

ムの開発の推進と女子教育ならびに女性の地位

の向上に重点を置くべきである。

りの参加者

は、そのよ

うな格差に対処する戦略のひとつとして、保健

制度の管理と資源の配分を分権化することを提

案した。

7．数名の代表は、十分な資源、とりわけ援助され

た資源を子供と女性の特定のニーズへの対応に当

てることが重要であると強調した。人種差別を廃

したデータを編纂することが、弱者のグループを

確認し、それに応じて彼らのニーズに対応するた

めに、準備段階として必要なことであると考え

る。また、数名の代表は、未ljiifl皇者の生殖に関す

る健康と教育が十分に対応されていないと強調し

た。その結果、望まない妊娠の率が増大し、未成

年者の精神の安定と健康に影響を及ぼしており、

また性病やエイズ感染への脆弱性を増大している。

8．公衆衛生の問題エイズによる死者の増大、

ならびに他の年齢層に比べて若い女性への感染

率が高いこの感染症の罹病率の年齢間の格差に

ついても、討議が行われた。また、女児の健康

の改善、ならびに女児および女性の健康の根本

的な要素のひとつとして栄養失調を考える必要

についても討議が行われた。ヘルス・サービス

や病気の予防へのアクセスの権利は、不可欠な

ものであり、健康と経済的繁栄の相互依存関係

を重視するべきである。

9．妊産婦の死亡率と家族計画討議では、妊娠

・出産の合併症により毎年少なくとも50万人の女

性が死亡しており、これらの死亡はほぼすべて開

発途上国で生じていることが強調された。これら

の死はほぼ100％が予防可能な原因に起因している

ことから、国会議員は､母親の死亡を減少させる

１２
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夢ﾙｰ琴IⅢ 資源の調達●
ノ

1．作業グループＨ１の議避は、ムルリ・ｓｏデオ

ラ国会議員（インド）が務めた。グループのリ

ソース・パーソンは、Ｍ・カトレイー。カール

ソン、ポピュレーション・カウンスル会長が務

めた。また作業グループ１１１:記はパラン氏

（ＩＰＰＦ)、報告扣景lj1Pfは公|ﾘ]党筒lIi1拙長である

東祥三衆議院議員（｢1本）が務めた。

2．カトレイー・カールソン女史は、討議に先立

ち、人口と開発の分野のプログラムに向けた資

源の調達について概説した。女史は一般'|丁民の

人口問題に関する考え刀に彩辨を１Jえる上で国

会議員が果たすことのできる爪典な役割に注１－Ｉ

した。従って、国会議jlはｲI椛打に現状を知ら

しめることが電要である。例えば、|)M発途上国

のうち27力１１:1では、過去20年Ⅱ'1で(11/|に率が25％

減少しており、またllL界の人１１の95％が人Ｕ政

策や計画を有する|玉|に孫らしている。国会議員

のリーダーは、変化に対応する必要と社会変化

に対する国民の抵抗のバランスを常に取るよう

にしなければならない。

3．調達すべき資源の|,tを決定するためには、ま

ず人口・開発問題に対するサービス・パッケー

ジに何が含まれるかを知らなければならない。

人1-|分野における１１１１動は、家族i;１ｍを含み、ま

たさらに広い領域を対象とするものである。極

めて重要な最初の段牒lfは、データの収集。研究

を含む政策の分析である。塊状を知らなくて

は、進むべき方向もわからない。パッケージに

は、不可欠なリプロダクテイブ・ヘルスqtL殖

に関する健康）のサービスも含むべきである。

このようなパッケージが、開発途上国の70％、

およそ６億8,500万組のり)女のニーズに対処す

るとすれば、2000年までにおよそ130億ドルが

必要であると推計される。しかし、パッケージ

はより多くのリプロダクテイブ・ヘルスの施策

を含むべきであり、女性の教育および乳児死亡

率のiill減に注怠を|(,jけるべきであるというの

が、多数の觜えであった。

４カトレイー・カールソン女史はまた、資源を

充てるiiiに考慮すべきいくつかの要素について

述べた。例えば、海外からの援助は、あらゆる

人｢]関連の盗源の25％足らずであり、残りは開

発途上I';１，身からの資金である。また、政府開

発援助（ＯＤＡ）のうち人1-1関連に便Ⅱ]されて

いるのはわずか１３２％に過ぎない。更に、ラテ

ン・アメリカにおいては、すべてのプログラム

の85％がhMllI部I1ijからの資金によって賄われて

いる。’'1様に近LlIと北アメリカでは66％であ

る。地域社会にJIL盤をiiM<配分においては新し

いモデルが111現しており、避妊具の民間市場は

開発されつつあり、南南協力も増大しつつある。

5．最後にカトレー・カールソン女史は、国会議

員のもつ、立法権と政治的支持は、財源を補完

し得る「隠れた資本」の役割を果たすことがで

きると指摘した。法律も現実においても男児．

女児を平等に扱うこと、避妊の有用性に関する

法律は過度に'1;llMljM19なものでなく、また過度に

医擁化したものでないこと、教育は義務的なも

のであり、強ﾙﾘされていることなどを保証する

など、数々の法的}＃lFiの例を挙げることができ

る。ｉ料i:予算をiliIlililiすることにより、社会支(1)

の増大を|判ることができる。家族計画、子育て

ならびに家族内の｣fI-E分担における男性の役割

を、政治的支持によって向上させることができ

る。この種の隠れた資本は、更に数多くの例を

挙げることができ、金銭のみがプログラムの成

功に必要なｌ１ｌｉｉ－の登iiIj(ではないことに留意すべ

きである。
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て、そのような場合は能力の構築に大いに注意

を払うことが必要である。この意見を受けて、

開発途上国は社会部門のプログラムに対し支援

国からの援助、ならびに無償借款を要求すべき

であることが、数名の参加者から主張された。

これに関連して、支援国からの援助ならびに国

家開発予算の少なくても20％を教育、保健、家

族計画の社会プログラムに当てる「20／20」提

案が、作業グループに広く支持された。

10．数名の参加者は、人口増加は貧困や低開発の

原因ではなく、原因であったとしても主たるも

のではないと主張した。この前提から2種類の

提案が出された。ひとつは、例えば債務免除に

よる対外債務返済からの救済や技術移転の推進

などの経済措置が主張された。もうひとつは、

多数の国会議員が、とりわけ女性の教育による

人間資源の開発の重要性を強調した。一部の諸

国においては、開発のすべての鍵は女性の教育

にある。バングラデシュの取り組みは示唆に富

んでいる。家族計画のサービスが母子保健プロ

グラムに統合されているだけではなく、女児の

みを対象とする特別な教育プログラムが十分に

機能し、早婚や青年期の出産のサイクルを打ち

壊している。

11．援助機関によって買い取られた対外債務を家

族計画、教育および保健プログラムに役立てる

という債務スワップ政策を推進する斬新な提案

が出された。

12．法的「資源」も作業グループの数名の参加者

によって強調された。例えば、一部には、法律

が女性を生殖にかかわる危険から保護していな

い国もある。女性は避妊具の使用を隠さなけれ

ばならず、また危険な中絶によって命を落とす

女性もいる。このような状況を正す上での参考

に、国会議員は諸外国で施行されている法律を

検討することが提案された。

13．もうひとつの法律に関する提案は男女の不平

等に関するものであった。例えば、女性国会議

6．開発途上国の国会議員数名は、国家人口・開

発プログラムを支持する外国からの援助の必要

性を強調した。一部の諸国における貧困の増大

を考えれば、「見捨てられた」という思いすら

表明された。人口関連の国際援助に関して、先

進国数カ国においてＯＤＡのレベルが減退して

いることに対して悲観論が述べられた。他方、

米国、英国およびドイツは人口と開発に対する

支援を大幅に増大したことが想起された。日本

の国会議員は、日本が今後2000年までにこの分

野のプログラムに対して30億ドルの貢献を行う

ことを約束すると述べた。

7．数名の参加者がICPD行動計画案が開発途

上国に対して2000年までに総支出の３分の２を

人口および開発に当てるように要請しているこ

とに注目した。この実現は、多くの場合、非現

実的であり不可能であると見られている。作業

グループのリソース・パーソンは、３分の２と

いう数字は早計であることを明確にした。すな

わち、開発途上国の多くはすでに人口プログラ

ムの領域では経済的に自立しているか、あるい

は間もなくそうなるであろうが、他の地域につ

いては－サハラ以南のアフリカが言及され

たが－近い将来においては依然外国からの

援助に依存せざるをえないと思われる。

ａ他の多くの国会議員が資源の不足のほかに、

既存の資源の有効な使用も重要であると指摘し

た。より有効な実施のいくつかの側面が提議さ

れた。政策策定とプログラム実施の分権化と共

に、官僚集権主義の無能を避けるために、国民

の参加の必要性が強調された。もうひとりの国

会議員は、ターゲット・グループに焦点を当

て、十分に分析したデータを生成することによ

り、プログラムの有効性を大いに高めることが

できると述べた。

９．また資源の増大が必ずしも解決策とは限らな

いことも指摘された。貧困国においては、資源

を利用する能力に限界があることが多い。従っ
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員の比率が、独身女性に限られる場合もあり、

極めて低いと多くの国が報告している。法律案

では、いかなる組織においても男女いずれも全

体の40％を下回らないように保証するなど、組

織の議員数に制約をかけている。

14.本作業グループに参lⅡ|した100力li:１以上の国

会議員に対し、本会議を単に情報交換の場とし

て利用するのではなく、政治的意志を強化し、

自国で政治活動を起こすlMfみ台とするようにと

の提案がなされ、広く同意を得た。これに関

し、このような共同の取り組みについて、（現

ｲ１２およそ10兆ドルに上る）111界の軍事予算を

0.5％削減し、それをＯＤＡに転)|Jする具体的

な提案がＩHされた。このわずかなiIjll減によって

も、現在のＯＤＡのレベルは1,000億ドル以上

に倍増されることになる。更に、低開発は安全

保障の問題でもあることから、この提案は国連

安全保障珂郵会にも提示することが提案された。

、⑩Ｅ

ＩＩ(星弱宮蕾舂落盤子と家族計画。夢ﾙｰ琴ｗ
ノ

1．リプロダクテイブ・ヘルスと家族計ilIiiに関す

る作業グループⅣの議長は、パトリック・バロ

ピ博|バポツワナ）が務めた。また作業グルー

プの報〈ｌｉｌＬいし1者は、アルバ。デ・ランザ博'二が

務め、Ｈ・サンフエザ氏がi蠕己を行った。

２パロピ議長は、２人のリソース・パーソン、

マームード・ファタラーI1Ijil二（エジプト）とフ

ローレンス・マングユ博上（ケニア）を紹介

し、作業グループの会議を開会した。

3．ファタラー博士は、まず健康を決定する４つ

の要素について説明した。それらはいずれもＰ

で始まる言葉で、遺伝学の意|床合いでのPro-

vidence（摂理)、さまざまなライフスタイル

の意|床合いでのPeoplo（人々)、ヘルスケアの

Providor（提供者)、そして法律と資jjiの11;11弩

の観点からParliamentarians（UEl会議員）

である。ファタラー博士によれば、家族計画は

「人｢1」とは同一ではない。家族計111]iは/lﾐ活の

質に関することであり、とりわけ女1'１１:の八|とlv1iに

関することである。家族訂1[l1iは、命、とりわけ

女I性と子供の命を救うことから、生活条件向上

の不'１１欠な要素のひとつである。

4．マクロ・レベルにおいては、人ｎＩ１ｌｌ鼬は分離

して扱うべきではなく、あらゆる開発努力に＋

分統合すべきである。ミクロ・レベルにおいて

もそうあるべきで、家族計画1「業は、リプロダ

クテイブ・ヘルス・ケアの総合包括政策に統合

すべきである。ファタラー博士によれば、リプ

ロダクテイブ・ヘルス゜ケアとは、望んだ時に

ｆ供を産み、健全な性生活を掌受し、また女性

にとっては安全な妊娠。|+}藤を経験する権利を

イIする能力と定義される。

5．ファタラー博士は、人口や家族計画に関する

あらゆる美辞艇ｲﾘにもかかわらず、人｢1プログ

ラムに割り､'''てられる財源は、依然、政府IjM苑

援助（ＯＤＡ）のわずか１～２％に過ぎないと

強調した。母性保護に関しては、母親の死亡率

は貧困の問題ではなく、明らかに女性の生命を

いかに優先するかを反映する資源の割当の''１１迦

である。ＩＣＰＤの行動計画案では、とりわけリ

プロダクテイブ・ヘルスを重視している。誰も

が''1意するように、家族計iiHiを宜任ある選択権

であるとすれば、｜訓:親となることも目[hでＪＩｒ征

のある選択椎であるべきである。

6．中絶の問題は、国際的にもまた国内でもコン

センサスがなく、難しい問題である。しかしな

がら11.絶は、イ|:3,500〃件から5,500万件行われ

ている。毎年IIJ絶に関連した原lXlにより、およ
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を強調した。博士は、国会議員の行動分野とし

て次の３分野を強調した。第１は、国家家族計

画プログラムに女性の視点が組み込まれるよう

に保証することである。女性は自分たちの望む

ものが何かを知っている。それは簡便で副作用

がまったくないか、あるいはほとんどなく、

ユーザーが管理でき、利用しやすい家族計画の

方法である。第２に、女性は、自分の健康や幸

福について責任ある選択をするために、必要な

あらゆる人手可能な情報を入手できなければな

らない。第３に、女性は、開発において、対象

や受益者であるのみならず、対等なパートナー

でなければならない。

10．マングユ博士は、女性が、アクセスが可能

で、値段も手ごろであり、文化的に受け入れら

れ、秘密が守られることが保証されている質の

高いリプロダクテイブ・ヘルス・サービスを必

要としていることを強調して、スピーチを結ん

だ。最後の点として、博士は、生殖行為におい

て、そして家族計画を実施するうえでの対等な

責任、とりわけ父親の責任の問題を強調した。

11．数名の参加者は、出産と家族計画は、男女双

方の共同責任であることを強調した。家族計画

プログラムは、女性の視点やニーズを基に策定

した戦略により女`性の健康を保護することであ

るべきである。従って、家族計画は、より広範な

ヘルス・ケアの枠組みに統合されるべきである。

12．情報・教育プログラムは、人口・開発プログ

ラムの極めて重要な要素であるとみなされてい

る。これらのプログラムは、男女双方に資する

べきである。加えて－部の参加者は、リプロダ

クテイブ・ヘルスにおける情報・教育プログラ

ムの予防的役割を考えると、これらのプログラ

ムはまた、地域社会のすべてのメンバーの健康と

生活条件の向上を目指すべきであると考える。

13.とりわけＳＴＤ/ＨＩＶ感染防止のための抗菌

剤の開発に関連して、あらゆる生物医学研究に

女性の視点を含めるべきとの考えに対し、全員

そ７万人の女性が命を落としている。ファタ

ラー博士は、大半の中絶は、安定した結婚生活

を送る女性に行われていることを強調した。し

かしながら妊娠中絶の問題が感情的で微妙な問

題であるために、この問題に対して各国で意見

の一致がみられなかった事は理解できるが、中

絶が重要な公衆衛生の問題であるならば、何か

をなすべきである。博士は、ＩＣＰＤ行動計画案

が中絶問題を扱う上で３つの方針を説明した。

第１は、リプロダクテイブ・ヘルス．ケアと家

族計画サービスを提供することにより、中絶の

必要を削減すること。第２は、危険な中絶が原

因で起こる合併症に対する思いやりのある治療

へのアクセスを提供すること。第３は、中絶が

法律で認められている国においては、中絶の

サービスの質を改善することである。

7．マングユ博士は、まず、健康は人権のひとつ

であると述べた。しかし男女は生物学的に異な

ることから、性差に対する分析が必要である。

健康に関する統計は、女性の特定の健康問題を

反映していないことが多い。女性は一般に長寿

であるが、必ずしも健康に長生きするとは限ら

ない場合が多い。マングユ博士によれば、おそ

らく、病気である期間がより長いことを意味し

ているかもしれない。

8．女性はしばしば妊娠や出産に関連した健康の

問題に悩むことが多いにもかかわらず、リプロ

ダクテイブ・ヘルスは依然として優先事項には

なっていないｄ博士は、なぜ女性の健康が軽視

され続けてきたかを尋ねた。マングユ博士によ

れば、国際社会は、出産可能年齢の期間のみな

らず、女性の人生のそれぞれの段階において、

女性の生活条件を向上しうる要素を考慮に入れ

て、全体的にそして包括的に女性の健康を作り

出さなければならない。

9．マングユ博士は、地域社会開発プログラムの

策定および実施に当たっては、女性の視点を考

慮して、性に敏感であることが必要であること
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の支持

があっ

た。そ

のよう

な研究

や新薬

開発の

過程か

ら女性

が締め

出され

な規範

や慣習

を特定

し、廃

絶する

べきで

あると

提唱し

た。こ

れに関

しては

ＮＧＯ

がとりわけ有効であり、女性の陰核切除などの

慣習の有害な影響について人々に教育するよう

に、更に奨励されるべきであることが提唱され

た。また、海外の援助提供者から適宜ＮＧＯの

資金を直接調達する方法を模索するべきである

ことが提案された。

18．ＩＣＰＤ以降、とりわけ予算の割当を増大し、

草の根の地域社会教育事業を先頭に立って進め

る上で、国会議員が果たす役割について、一般

的なコンセンサスに達した。一部の参加者は予

算の割当に影響力を及ぼすことは困難であると

の意見であった。女`性国会議員は、多くの場合

少数派であるため、特にこの分野で困難を経験

している。従って、参加者の大多数は、世界各

国において女性議員の数を増大する努力を強化

することを勧告した。

19．宣言の中に政府の業績を図る基準としての機

能を果たすと盛り込むことで、国会議員の有効

’'１tを更に高めることができるであろう。また、

援助提供国は、社会部門へのＯＤＡの割合を４

％に増大し、また各国政府は、国家予算の社会

部門への割当を20％に増加すべきであることが

提唱された。

ること

が余りにも多い。

14．多数の参加者が、生殖に関する権利、リプロ

ダクテイブ・ヘルスおよび家族計画に関するよ

り多くの情報が必要であると述べた。一部の参

加者は、国会議員は、とりわけ、この問題は、

技術面の問題が残っているというよりはむしろ

社会面に関する教育プログラムを必要としてい

ると述べた。

15．中絶の問題については、さまざまな見解が述

べられた。この問題をどのように扱うかについ

ては一般的な同意には達しなかった。しかしな

がら、大半の参加者が、家族計画に関する情報

やサービスを広範に利用できるようになること

が中絶の削減につながるであろうという点で意

見が一致した｡

16．中絶に代わる責任あるそして道徳的に受け入

れられる費用効果の高い代案として、禁欲の役

割が数名の参加者によって言及された。また、

家族を擁護する文化的`慣習を維持・強化するこ

とを提案した参加者もいた。宗教が女性の自分

自身のからだに関する管理を否定することを容

認するべきかについては、国は、その宗教およ

び文化の価値観に従って法律を制定する最高権

利を有するべきであるとの反対意見があり、参

加者の合意は達せられなかった。

17．数名の参加者は、女性に危害を与える伝統的

１７



地域部会要旨 ＩＣ ＰＰＤ

国会議員の行動

国憲塁芒鱸鯨ｴ全二F露２
口・開発会議行動計画実施を助けるために、国家レ

ベルで、地域レベルで、そして地域間レベルでどの

ような行動を取り得るのかについて協議した。

アジア太平洋諸国

ア:己鰯梺支繍蹴M蕊＝
一致|J1紬して努力する。アジア太平洋地域は、多

様な宗教、文化、,伝統の価値が腿在する地域であ

ることを認識し、いかなる形態の行動計画も、

個々の国の規準と法律に従って実践・実施される

べきであることを言明する。史に、会議の英知を

結集し、地域の政治的意志をもって、着実に前進

しなければならない。

従って、アジア太平洋地域のlFl会議員として、

国家レベルにおいて人口と開発の分野における以

下の４つの屯要な課題に取り組むことを合意する。

第１に、人口、持続可能なIjM充および環境の関

係について一般Tl了災の認識を|;佛築する。この活動

は、地域の雌も辺境の村に至るまで実施すべきで

ある。

第２に、人ｕ、開発および環境プログラムに対

する資金の割\1に、国としての支援を動員する。

第３に、私たちは、政府が行動計llhiの方策と勧

告を実１jに移すことができる法１'1を莱定し、施行

するべきである。

第４に、肢も電要なこととして、行動計画に

従ってｲif手される活動を保証し、定期的に監視す

る|蓮|会議貝の機構を創設、あるいは改善する。

地域レベルにおいては、行動NI1111iを評Iilliし、監

視するための砿員会議を本会議にljM催する必要が

あることに合意した。また、行動,汁凹のさまざま

な成功や失敗、障害や抑制を共有できるように、国

|際レベルの議員会議を開催することも必要である。

援助提供IE1からの貢献を評{'11iする。同時に、援

助にはなんら前提条件を付辮すべきでないことを

断言する。このことは、人類の生活の質の向上に

向けたグローバルな運動の強化に大きな助けとな

るであろう。

当作業グループの具体的な勧告は以下のとおり

アフリカおよび中東地域

ズユ僻)l薯蝿李轌撫
び中東地域作業部会の議長はノラン・チド・マコ

ンベ議員（ジンバブエ)、報告者はシェリフ・オ

マール議員（エジプト）である。そこでは、Ilil際

人'１.開発会議で採択される行動計l1I1iにしたがっ

た人'１.開発関係のＩｌＩｊ題に対する議論とフォロー

アップを行うためのメカニズムを構築するｌでの

国会議員の役割について討・議が行われた。

濃密な討議の、この作業グループは10人のメン

バーからなる常設委員会の設置を勧告した。この

常設委員会は中火地域から５名、サハラ以１判のア

フリカ地域から５名の委員で構成される。この徽

設委員会はアラブ地域部会とサハラ以南地域部会

の２つのサブ・グループで構成されることになる

だろう。

この２つのサブ・グループは午後それぞれに集

まり、常設委員会委風を選出した。この選Ⅱ)され

た委員の名前は作業グループの議長に'|'し入れら

れた。常設委員会委員の名前は、人口と|j3発にBLI

する国会議員世界委員会（ＧＣＰＰＤ）常設躯務局

に登録され、ＧＣＰＰＤがその名簿にしたがい効

率的な』常設委員会の設満を助けることとなった。

IJI



である。

国家資源の軍

事支出から社会

開発への再Ｉ１ｉｐ

分。１劃会議比

は、平和と話し

合いによる紛争

きている地球の

住民である。先

進国は資金及び

人間資源を動員

して、このＩｌＩ]題

の解決に寄与し

なくてはならな

最前列で討議に参加した日本国議員団（右から－人おいて堂本・中山
・広中の各議員。その後方に南野、大渕、清水、松岡の各議員の顔も
見える）

解決を要求す

る。

女児および女性の教育、ならびに男性の性差に

関する認識の強化に、より祇点を!（〈。

保健プログラムの強化。

債務国の負担を'怪減するため、伎務返済の見直

し。

人口プログラムの成功の)J1lfli(iは、Ⅱ}/'２率の低下

ばかりでなく、/|ﾂ丙の質のＩｆｌＩｌ１と改稗を」T蝿とす

るべきである。

各国政府はもとより、Ｊ|そ政１１絲'1縦やuMII1部ｉ１ｌの十

分な参画を得て、南|打協ﾉﾉを強化するべきである。

最後に、男女平等と女性の地位|｢Ⅱがこの人'１

と開発の計uniにおいて鮫も蔽典であることをあら

ためて強調する。

マレーシアのダトー・ナプシア・オマール国家

統合・社会開発大臣が本作業のグループの議長を

務めた。

報告担当者は、インドのヴィレンドラ・カタリ

ア議員が務めた。

い。

ＩＩ１界銀行（lhGWorldBank）と国際通貨基金

(IMF）に関して、私たち''１会議員はl1hi者のi攻策

が途上|刊の健雌及び教育システムに損害を与えな

いものであるように強く求めていかなければなら

ない。また私たちの外|J<Iに対する政策として、開

発援助資金の一部が''1[接、医療、教育、女性そし

て家族に対して11;||り､'↑てられるように保証しなく

てはならない。文援にIjL1する20／20原則の「で、

国|ﾉ１１)'１発と|,I様に|}M光援助の予算のうち少なくと

も20パーセントは社会プログラムに確実に充てら

れるようにするものである。

持続可能な開発：私たちは、自らの家庭内の問

題のように、持続'Ｉ能な開発の問題を認識しなく

てはならない。先進I'（|でAlﾐまれる子供は、途上国

で生まれるｒ供よりもより多くの物を消費するで

あろう。’'1界全体は｜;I1ULⅡ父Ｉ係にあり、私たちのlﾖｨ

内政策が持続'U龍な'刑発を文持するように保証し

なくてはならない。

国会議幽として私たちは、filf事産業をほかの商

l1illJLlﾐ産にjhi換するような'1：1内政策を奨励するよう

にしなくてはならない。また私たちは、途上国に

おける1脚;製,'１，１，のi/,}要をiIiI減するよう努めなくて

はならない。

先進国からの|'〈|会議１１として、私たちは多|玉|籍

のたばこ会ﾈ'二が、他の'1用必需品生産へ転換する

よう国内政策を奨励しなくてはならない。途上国

におけるたばこの消費,薊の増加は、その国の国民

が出産前及びﾉﾋﾊ'1[のための医療を犠牲にして、心

臓疾患のために陵織登を賛やさなくてはならない

ことを意味している。それに加えて、たばこの消

ヨーロッパと北アメリカ

分簾三二琶雪幾頁b毫騨鰯了
先進国の国会議員として、私たちは自国の国民

及び他の国会議員たちに、人１１及び開発問題が単

に途上国の問題であるのみならず、私たち自身の

問題であるということを理解するよう奨励しなく

てはならない。私たちはお(fいに連関を持って生
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べての人が購入できるような価;略の利用しやす

い男性の避妊法に関するｲﾘ}究を奨励すること。

*あらゆる比族を考慮し、充足されていないニー

ズと対象とするｲｉｉ比に|jHする慎砺な分析に基づ

き、政府の人１１政漿が４１１笑を反映したものとな

るように終術すること。

議学校教育および'１４校外教育の双〃において、女

性ならびに女ﾘJを含むｒ供の教育の予算を増加

すること。

鍬:各国政府に対し、’'1会ならびに地方の意思決定

レベルにおいて政治過程に女性を関与させるこ

とにより、女性の政策決定への参画を促す積極

的な行動を保証するよう、奨励すること。

*各国政府に対し、「女性鑑別撤廃に関する条

約」をはじめとする|'《|際協定や条約の遵守を奨

励すること。

*女性|川越に|A1するｿjIlｿｌｉの,認識を構築し、責任あ

る親としての行jM1と|ｽﾞ|打動を推進すること。

*米州議員グループ（ＩＡＰＧ）の支持を得て、適

切な技術・科学グループの参)ＩⅡ|を推進する同盟

を創設すること。

萱が全体的には減少しているのに対して、若い女

I性のたばこの消費が増加している現状にはとりわ

け落胆させられるものである。たばこのマーケッ

トは、今10代の女性たちのＩ１１ｊに拡人しているが、

これは女'性の一般的な健川Ｉに関して新たな１１１１題を

導くであろうと同時に彼女たちの健酸にもULlわる

ものである。

フォローアップ：私たちはこの会議を人きな契

機として、今後多くのことをなさなければならな

い。国会議員として私たちは、几いに般新情報を

交換してまた奨励し合うために朔繁に集い続ける

べきである。提案としては、ヨーロッパ国会議員

（東西両方）の集会と今'1指摘されたように私た

ちのグループ内での集会を含んでいる。

この地域作業部会の議腱はナタヤ｡コズノク議

員（スロベニア)、報杵荷はパディ・トルスネイ議

員（カナダ）が傍めた。

ラテン・アメリカ

および力リブ海諸国

一テン･アメリカ、カリブ海諸lRlおよびスペ

フインの国会議員は､ljil際､地域､国家およ
び地方レベルにおいて積極的な解決策の模索を調

整する議員の行動を結集することが必要であると

合意した。これを実現するために、ｌＩ１会議員は、

人L1と持続可能な１Ｍ１発の'１１]趣に'１|する↑,柵や知識

を得、政治の境界を越えて人'１とIjM充のIMI題の解

決策を模索する委員会の役MYを推進することに合

意する。更に、議員は、以トの勅〈'｢について合意

に達した。

鑿国際社会が開発途上１１:|の持続'１１能な経済成長と

発展の促進に有利なマクロ経済政策を採ＩＩＪする

ことを保証すること。

＊人口と開発の分野においてi1fl内外のIは政援助の

有用性を増大すること。

＊生殖に関する権利を保障する法律をｌｌＩｉ逃し、す

□

ｌ
‐

日
日
■
正
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この方々が会議の成功に向けて貢献して下さいました
[

シフ゜カレー〈ｌＣＰＰＤエグゼクティブ。コーディネーター＞

何鮒二雛Ｗｌ織が､国際人に卜開発議雌議…)Ｍ功に剛…

国芒も臆;i騨墓繍翌|;三iiml:》n1jiiJ薑i蟇Iii;證騨瀞嚇騨
成功させる上で必要不可欠なJri繋なものでありました。ＩＣＰＰＤは、安藤氏の計り知れないご

貢献に対して大変感謝申し上げます。

また、私たちはICPDエグゼクティブ・コーディネーターのジョティ・シン氏、ＵＮＦＰＡ広報･渉

外局長のスティアリング･スクラッグス氏、広報｡渉外副局長のセトゥラミール・ラオ氏、ji蝋間ＮＧＯプ

ログラム局長のグラシーレ｡Ｅ・デュースさん、そしてその他の部''１｣のすべての局長、＿上級渉外担当官のリ

チャード･スニダー氏、ＩＣＰＤ広報liliHI1IIのウィリアム･リーン氏、安藤lFli[文氏秘書のテス･リグロスさん、Ｉ

ＣＰＤ事務卜ijのシアリー。ドゥッサーさん、エジプトのＵＮＦＰＡカントリー･ダイレクターのスジャック・

バビラーさん、そしてその他、世界'|'のカントリー･ダイレクターの人達に対して、心から！鍬伸し上げ

たいと思います。これらの人々の|)ﾙﾘｶ無くしては、会議をhjiQ功させることはできなかったでしょう。

私たちは、エジプト政府とりわけマヘール・マハラン人|｜・家族福祉大臣、エジプト図会下院議長

のアーメッド･ソロール博士、’三院議長のムスタファ･カマール・エルミー氏、そして国家人口評議会

コンサルタントのガメール｡エルナハス氏にも大変感謝||'し上げたいと存じます。彼らの専門的知識

と指導は会議にとても貴霞でした。

ICPPDll:;務川jは、会議の711iiIWiJU]'１１１''１に莫大なる支援を「さった、以下の様々な|M1力組織の人々に

も感謝申し上げたいと思います。ＩＡＰＧエグゼクティブ｡コーディネーターのヘルナン･シャンヘウ

ゼ博士、ＩＡＰＧ上級顧問のフランシスコ･デイ・ブラシ氏、ＩＡＰＧプロジェクト･オフィサーのアレ

ジャンドゥラ･メグリオリさん、デイ・ブラシ氏秘書のドリス･ベルツェレトスさん、ＰＧＡ事務局長

のケネディー･グラハム氏、ＰＧＡプログラム･ダイレクターのシャジー｡ラフィーさん、ＰＧＡプログ

ラム･オフィサーのメルセデス｡マス･デゥ。サハスさん、そしてＧＣＰＰＤ事務),,j長の松村昭雄氏、

ＧＯＰＰＤのレベッカ・エルドレッジさんです。

バンコクＩＣPPD事務局に指導と'｣|:務上の便宜を計って下さったAFPPD、そしてAFPPD事務

総長のプラソップ・ラタナコーン氏に特別な感謝を申し｣ﾆげたいと思います。また、ＡＰＤＡ常務理

事の広瀬次雄氏、ＡＰＤＡ主糾任研究員の楠本修氏、そしてＡＰＤＡ職員北畑晴代さん達のご努力にも

感謝したいとlilAいます。

ＩＯＰＰＤバンコク事務局のメンバーである、ユアリー･アピンタングポング氏、エルシー｡クリシュ

ナハクディさん、コーナー｡Ｏ･メアレイン氏、フィオナ．Ｒ･サーンさん全員に心から感謝を述べたい

と思います。

更に、会議開催に当たって資金援助をして下さった機関にもお礼を述べたいと思います。私たちは

ＵＸＦＰＡ、オーストラリア海外開発協力局、デンマーク政府、オランダ政府、英Ii：1海外開発庁に大

変お世話になりました。

妓後に、lCPPD事務総長の桜ﾉﾄ新議員と運営委員会メンバーの方々のご支援11tびにご指導に対し

て、感謝'１'し｣ごげたいと思います。

ＩＣＰＰＤエグゼクティブ・コーディネーター

シフ・カレー

幻
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大渕絹子

参議院議員

同

Mrs,SuryaKantaPatiLMP
INDIA

sen､AttyTinaLagostenaBassi
lTALY

ＭｎＭａｈｅｎｄｒａＰｒａｓａｄ，ＭＰ
ＩＮＤＩＡ

Ｄｅｐ．Ｍａｒｉｅ－ＴｈｅｒｅｓｅＺｉｇｕｅｈｉ
ｌＶＯＲＹＣＯＡＳＴ

DnRajagopalanSridharan,ＭＰ Sen・AnthonyJohnosn
JAMAICAIＮＤＩＡ

ＨｏｎＭｒ，MahendraSingh
lNDIA

Ｍｒ・PeterBunting，ＭＰ
ＪＡＭＡＩＣＡ

Ｄｒ・GirijaVyas,ＭＰ
ＩＮＤＩＡ

中山太郎

元外務大臣・衆議院議員

国際人ロ問題議員懇談会会長

日本

桜井新

元環境庁長官・衆議院議員

人ロと開発に関するアジア議員

フォーラム(AFPPD)議長
同

小杉隆

衆議院議員

GLOBEInternational総裁

同

広中和歌子

元環境庁長官・参議院議員
同

東祥三

衆議院議員

同

清水嘉与子

参議院議員

同

中西珠子

参議院議員

同

堂本暁子

参議院議員

GLOBEJapan事務総長
同

小池百合子

衆議院議員

同

Dr､NafsiahMboLMP
INDONESIA

川橋幸子

参議院議員

同

Ｄｒ・TaheriNoor，ＭＰ
ＩＮＤＯＮＥＳＩＡ

Ｍｒ・SamirHabashna，ＭＰ
ＪＯＲＤＡＮ

Ｄｒ・ＩｒｍａＡ・Putra，ＭＰ
ＩＮＤＯＮＥＳＩＡ

Ｍｒ・ＡｎｗａｒＭ・ＥＩ－Ｈａｄｉｄ，ＭＰ
ＪＯＲＤＡＮ

Ｄｒ.Ｗ､Ｍ・RSudjoko,ＭＰ
ＩＮＤＯＮＥＳＩＡ

Ｍｒ、SuerbaeH・Rahmetulla，ＭＰ
ＫＡＺＡＫＨＳＴＡＮ

Sen・ＭａｒｙＨｅｎｒｙ
ｌＲＥＬＡＮＤ

Ｍｒ・ValentinLMakalkin，ＭＰ
ＫＡＺＡＫＳＴＡＮ

Mrs・AnatMaor，Ｍｐ
ＩＳＲＡｕｕＬ

Mrs・PhoebeAsiyo，ＭＰ
ＫＥＮＹＡ

Mrs・YaelDayan，ＭＰ
ＩＳＲＡＥＬ

ＨｏｎＭｒ・ＧｉｄｅｏｎＭｕｔｉｓｏ

ＫＥＮＹＡ

ＭｓＥｍｍａＢｏｎｉｎｏ，ＭＰ
ＩＴＡＬＹ

Mrs・CharityKalukiNgilu，ＭＰ
ＫＥＮＹＡ
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ＭＳＪｅｏｎｇ－ＳｕｋＨｏｎｇ，ＭＰ
ＫＯＲＥＡ

Ｍｒ．Ｒ・Pyneeandee，ＭＰ
ＭＡＵＲＩＴＩＵＳ

Ｄｅｐ・ＣａｒｍｅｎＬｕｉｓａＬａｒｉｏ
ＮＩＣＲＡＧＵＡ

ＭｓＢｏｏ－ＪａＫａｎｇ，ＭＰ
ＫＯＲＥＡ

Dep､Ｄｒ・TrinidadReyesAlcaraz
MEXICOD．Ｆ，

ＤｅｐＪｕｌｉａＭｅｎａＲｉｖｅｒａ

ＮＩＣＡＲＡＧＵＡ

Ｄｅｐ、LopezSanchezCoello
MEXICOD．Ｆ、

Ｄｅｐ・ＬｕｉｓＳａｎｃｈｅｚ
ＮＩＣＡＲＡＧＵＡ

Ｄｒ，SyBoulommavong，ＭＰ
ＬＡＯＳＰ．，．Ｒ、

MonsieurlnoussaOusseini

NIGER

Ｄｒ・VongvirathPhairoth,ＭＰ
ＬＡＯＳＰ．，.Ｒ、

ＤｅｐＤｒ，ＪｏｓｅＲａｍｉｒｅｚＲｏｍａｎ
ＭＥＸＩＣＯＤ．Ｆ、

Ｍｒ・BatbayarShiilegiin，ＭＰ
ＭＯＮＧＯＬＩＡ

Mrs、ＥｖａＲ・ＦｉｎｓｔａｄＭＰ

ＮＯＲＷＡＹ

MnPhouRasphon，ＭＰ

ＬＡＯＳＰ．，．Ｒ，

Mrs，GretheG・Ｆｏｓｓｕｍ，ＭＰ

ＮＯＲＷＡＹ

MsLatifaBennani-Smires，ＭＰ
ＭＯＲＯＣＣＯ

Ｍｒ・ThongdaSouphasith，ＭＰ
ＬＡＯＳＰ．，．Ｒ、

Ｍｓ・RagnhildQHaarstad,ＭＰ
ＮＯＲＷＡＹ

Ｍｓ・BadiaSkalli，ＭＰ

ＭＯＲＯＣＣＯ

MrJeanMitarika，ＭＰ

ＭＡＤＡＧＡＳＣＡＲ

Ｍｒ、SafdarAliAbbasi，ＭＰ
ＰＡＫＩＳＴＡＮ

Mrs､EsperancaAMuthemba,ＭＰ

ＭＯＺＡＭＢＩＱＵＥ

Ｍｒ､FrancoisdeSalesRadesa,ＭＰ

ＭＡＤＡＧＡＳＣＡＲ

Ｄｒ、ＡｂｄｕｌＨａｙｅｅＢａｌｕｃｈ，ＭＰ
ＰＡＫＩＳＴＡＮ

MnCastroNtemansaka，ＭＰ

ＭＯＺＡＭＢＩＱＵＥ

MrsMargaretM、Banda，ＭＰ
ＭＡＬＡＷＩ

Ｄｒ・AbdulGhaffarJatoi，ＭＰ

ＰＡＫＩＳＴＡＮ

Ｄｒ・BenjaminJ・Africa,ＭＰ
ＮＡＭＩＢＩＡ

Ｍｒ・ＳＮ，Chisanu，ＭＰ

ＭＡＬＡＷＩ

Ｍｓ，NasimWaliKhan，ＭＰ

ＰＡＫＩＳＴＡＮ

Ｍｓ，MichaelaHubschle，ＭＰ
ＮＡＭＩＢＩＡ

ＭｎＮｅｌｓｏｎＰ.Ｗ・Khonja,ＭＰ
ＭＡＬＡＷＩ

Sen・Ｄｒ，ＭｕｈａｍｍａｄＲｅｈａｎ

ＰＡＫＩＳＴＡＮ

MnMosesKatjiuongua,ＭＰ
ＮＡＭＩＢＩＡ

MrJbrahimAIi，ＭＰ

ＭＡＬＡＹＳＩＡ

Ｍｒ，ＳｙｅｄＺａｆａｒＡｌｉＳｈａｈ，ＭＰ
ＰＡＫＩＳＴＡＮ

Ｍｒ・MDarusBinlsmail，ＭＰＭｒ，GeoffreyMwilima，ＭＰ
ＭＡＬＡＹＳＩＡＮＡＭＩＢＩＡ

Ｍｒ・SumilKumarBhandari,ＭＰＭｒ・ZafrullahTarrar，ＭＰ
ＮＥＰＡＬＰＡＫＩＳＴＡＮ

Ｍｓ，ＤａｔｏＮａｐｓｉａｈＯｍａｒ
ＭＡＬＡＹＳＩＡ

Ｍｒ、PurushottamGhimire，ＭＰＤｅｐ・ＭａｒｃｏＡｎｔｏｎｉｏＡｍｅｇｌｉｏ
ＮＥＰＡＬＰＡＮＡＭＡ

Mrs・KonandjiNGuidjilaye,ＭＰ
ＭＡＬＩ

Ｍｒ・ＢａｂｕＲａｍＮａｋｕｍｉ，ＭＰＤｅｐＲｕｂｅｎＡｒｏｓｅｍｅｎａ
ＮＥＰＡＬＰＡＮＡＭＡ

Ｍｒ・SalifKonake，ＭＰ

ＭＡＬＩ

Ｄｅｐ・ＡｒｔｕｒｏＶａｌｌａｒｉｎｏ
ＰＡＮＡＭＡ

Ｍｒ．，．Ｋ・Ｓａｈｉ，ＭＰ

ＮＥＰＡＬ

Ｍｒ・ＴｏｕｒｅＬａｈａｏｕ，ＭＰ

ＭＡＴＪ

SenCesar．Ｅ・Ｂｅｎｉｔｅｚ

ＰＡＲＡＧＵＡＹ

Ｍｒ・ＧｅｒｒｉｔＤｅＪｏｎｇ，ＭＰ
ＮＥＴＨＥＲＩＡＮＤＳ

Ｍｒ，ＯｕｌｄＺａｍｅｌＭ・Moktar，ＭＰ

ＭＡＵＲＩＴＡＮＩＡ

sen・ＪｕｌｌｏＣｅｓａｒＶｅｒａＣａｃｅｒｅｓ

ＰＡＲＡＧＵＡＹ

ＤｅｐＯｍａｒＣａｂｅｚａｓＬａｃａｙｏ
ＮＩＣＡＲＡＧＵＡ

HonDr､ParamisamsaNababsing

MAURITIUS
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Ｍｒ，BocarSidibe，ＭＰ

ＳＥＮＥＧＡＬ

Mrs、ＭａｒｙＫａｍｍ，ＭＰ
ＴＡＮＺＡＮＩＡ

sen・ＤｎＪｕａｎＭ，Ｃａｒｒｏｎ

ＰＡＲＡＧＵＡＹ

Sen・BasilioNikiphoroff
PARAGUAY

Mrs・ＤｉａＵｏＭａｔａＳｙ，ＭＰ
ＳＥＮＥＧＡＬ

Ｍｒ・PinichChandrasurin，ＭＰ
ＴＨＡＩＬＡＮＤ

Dep・Ｄｒ・JulioCastroGomezDr・PatrickHerminie，ＭＰ
ＰＥＲＵＳＥＹＣＨｎＬＩＥＳ

SenGenCherdchaiThiratanond

THAIＬＡＮＤ

Dep・ＧＩｏｒｉａＨｅｌｆｅｒ
ＰＥＲＵ

Ｈon・Ｍｒ・WilliamEHermineSen・Prof，Ｄｒ．Ｐ，Ｒａｔａｎａｋｏｒｎ

ＳＥＹＣＨＥＬＬＥＳＴＨＡＩＬＡＮＤ

ＤｅｐＭａｒｉａｄｅｌＣａｒｍｅｎＬｏｚａｄａ
ＰＥＲＵ

Ｄｒ､BOjanKorosec,ＭＰ
ＳＬＯＶＥＮＩＡ

sen・ＤｎＵｔｈａｉＳｕｄｓｕｋｈ

ＴＨＡＩＬＡＮＤ

Dep・ＬｕｚＳａｌｇａｄｏ
ＰＥＲＵ

Mrs・MatejaKozuh-Novak,MPMrsKafuiKpegba-Dzotsi,ＭＰ
ＳＬＯＶＥＮＩＡＴＯＧＯ

ＲｅｐＪｏｓｅＣａｒｌｏｓＶ，Ｌａｃｓｏｎ
ＰＨＩＬＩＰＰＩＮＥＳ

DrjankoPredan，ＭＰ
ＳＬＯＶＥＮＩＡ

Ｍｒ・AdikaMessan，ＭＰ
ＴＯＧＯ

Rep・ＴｅｒｅｓａＡｑｕｉｎｏＯｒｅｔａ
ＰＨＩＬＩＰＰＩＮＥＳ

ＭＬＬｅｒａｔｅＤ，Chuenyane，ＭＰＭｒｓ・HoudaKanoun，ＭＰ
ＳＯＵＴＨＡＦＲＩＣＡＴＵＮＩＳＩＡ

sen・ＬｅｔｉｃｉａＲａｍｏｓ－Ｓｈａｈａｎｉ

ＰＨＩＬＰＰＩＮＥＳ

Mrs・ＮａｎａＥｎｅｒｉａＭａｓａｎｇｏ１ＭＰ
ＳＯＵＴＨＡＦＲIＣＡ

Ｍｓ・FaizaKefi，ＭＰ

ＴＵＮＩＳＩＡ

ＲｅｐＭａｒｇａｒｉｔｏＢＴｅｖｅｓ
ＰＨＩＬＩＰＰＩＮＥＳ

sen・ＮａｒｅｎｄＳｉｎｇｈ
ＳＯＵＴＨＡＦＲＩＣＡ

Ｍｒ・ＭｅｌｉｍｅｔＥ，Faralyali，ＭＰ
ＴＵＲＫＥＹ

RepMarianoM、Ｙｕｌｏ
ＰＨＩＬｎＰＰＩＮＥＳ

Ｄｒ、ＭａｎｔｏＥ，Tshabalala，ＭＰ
ＳＯＵＴＨＡＦＲＩＣＡ

Ｍｒ、ManuelPinto，ＭＰ
ＵＧＡＮＤＡ

Ｍｒ、LonginPastusiak，ＭＰ
ＰＯＬＡＮＤ

sen・JoseCastroRabadan

SPAIN

Mrs、MiriamK、Matembe，ＭＰ
ＵＧＡＮＤＡ

MnRaulBrito，ＭＰ

ＰＯＲＴＵＧＡＬ

Dep，ＪｏｓｅＳａｉｎｚＧａｒｃｉａ
ＳＰＡＩＮ

Mrs・JOyceMpanga，ＭＰ
ＵＧＡＮＤＡ

ＭｒＪｏａｏＡ・PocasSantos，ＭＰ
ＰＯＲＴＵＧＡＬ

Ｍｓ・ConstanceV､Mitcham，ＭＰＭｒ、TonyWorthington，ＭＰ
ＳｍＫＩＴＴＳＵＮＩＴＥＤＫＩＮＧＤＯＭ

Mrs･EIenaPreda，ＭＰ
ＲＯＭＡＮＩＡ

ＭｒｊｏｈｎＨｏｒｎ，ＭＰ

ＳｍＶＩＮＣＥＮＴＳ

Ｒｅｐ・ＪｏｈｎＥＰｏｒｔｅｒ

ＵＮＩＴＥＤＳＴＡＴＥＳ

Ｍｓ・AIexanderaOtchirova，ＭＰ
ＲＵＳＳＩＡ

Ｍｒ、ＭｏｎｔｙＡ・Roberts，ＭＰ
ＳｍＶＩＮＣＥＮＴＳ＆ＧＲＥＮＡＤｌＮＥＳ

RepConstanceA・Ｍｏｒｅｌｌａ
ＵＮＩＴＥＤＳＴＡＴＥＳ

ProfP､AbdourahmaneKane,ＭＰ
ＳＥＮＥＧＡＬ

Ｍｓ・RuthWydenboschMP
SURINAME

Ｒｅｐ・ＰａｔｒｉｃｉａＳｃｈｒｏｅｄｅｒ

ＵＮＩＴＥＤＳＴＡＴＥＳ

Ｍｒ，ＬｏＭｏｍａｒ，ＭＰ
ＳＥＮＥＧＡＬ

Mrs・ＬｅｎｉＲｏｂｅｒｔ，ＭＰ

ＳＷＩＴＺＥＲＬＡＮＤ

SｅｎＡＩｖａｒｏＡＩｏｎｓｏ

ＵＲＵＧＵＡＹ

Ｍｒ・MichelSambou，ＭＰ
ＳＥＮＥＧＡＬ

Ｄｒ，ＡａｒｏｎＣｈｉｄｕｑＭＰ
ＴＡＮＺＡＮＩＡ

DepDr・ＡｌｂａＯｓｏｒｅｓＤｅＬａｎｚａ
ＵＲＵＧＵＡＹ
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MroAbdulakhatT､Djalilov,ＭＰＤｒ・ZVIohamedAl-Sharafi,ＭＰＭｓ.Ⅲ.Ｍ，Chinomona,ＭＰ
ＵｚＢＥＫＩＳＴＡＮＹＥＭＥＮｚｎ/IＢＡＢｗＥ

Ｍ[ｒｓ・ＨｉｌｄａＬｉｎｉ，mＰ
ＲＥＰＵＢＬＩＣＯＦＶＡＮＵＡＴＵ

JIr・ＬａｖｕＭｕｌｉｍｂａ，Ｍ１〕
ＺＡＭＢＩＡ

Mrs．Ｆ，Ｌ・Ｃｈｉｔａｕｒｏ

ＺｎＩＢＡＢＷＥ

ProLDr、ＨｏａｎｇＤｉｎｈＣａｕ，ＩＶＩＰＤｒ・BonilaceM、Ｋａｗｉｍｂｏ，ＭＰＭｓ・Ｔ・Ｋ・ＩＩｕｎｇｗｅ
ＶＩＥＴＮＡＭＺＡＭＢＩＡＺＩＭＢＡＢＷＩＢ

Ｍｍｅ・ＮｇｕｙｏｎＴｈｉＴｈａｎ，ＭＰＭｒｏＡ・Baloyi，ＭＰ
ＶＩＥＴＮＡＭＺＩＭＢＡＢＷＥ

ＭｓＯｐｐａｈＲｕｓｈｏｓｈａ，ＭＰ
ＺＩＭＢＡＢＷＥ

Ｍｒ、ＸＬＴ．Ｓ、Chinamasa，ＭＰＭｒ．Ｖ、MambwoniBusana，Ｍ１〕Ｍｒ・ＢｕｉＮｇｏｃＴｈａｎｌｌ，。VIP
ＶＩＥＴＮＡＭ ZｎｌＢＡＢＷＥＺＡＩＲＥ

SＴＥＥＲｌＮＧＣＯＭＭＩＴＴＥＥ（運営委員）

桜井新

ＩＣＰＰＤ運営委員会議長

日本

Prof、ｚＶＩｏｎａＭａｋｒａｍ－Ｅｂｏｉｄ，。VIP

Cairo，ＥＧＹＰＴ

Mrs・CharityKalukiNgilu，MP

Nairobi，ＫＥＮＹＡ

ＰｒｏｆＤｒ・MahcrMahran

MinisterforPopulatiｏｎ＆FamilyWclfarc

Cairo，ＥＧＹＰＴ

ＲｃｐＪｏｈｎＥｄｗａｒｄＰｏｒｔｅｒ

ＷａｓｈｉｎｇｔｏｎＤ．Ｇ，ＵＳＡ

Sen・Ｄｒ、JavierTorrcsGoitia

LaPaz，ＢＯＬＩＶＩＡ

Sen・ＰｒｏＬＤｒ・PrasopRatanakorn

SocrotaryGeneral，ＩＭＰＯ

Ｂａｎｇｋｏｋ，ＴＨＡＩＬＡＮＤ

Ｍｒ・ＯｌｅＬ・Ｓｉｍｏｎｓｏｎ，ＭＰ

ＭｉｎｉｓｔｅｒｏｆＨｏｕｓｉｎｇ

Ｃｏｐｅｎｈａｇｅｎ，ＤＥＮＭＡＲＫ

CＯ－ＯＰＥＲＡＴＩＮＧＡＧＥＮＣＩＥＳ（共催機関）

Son・Ｄｒ・ＵｔｈａｉＳｕｄｓｕｋｈ

ｎｌＰｏ

Ｂａｎｇｋｏｋ，ＴＨＡＩＬＡＮＤ

Ｍｒ．Ｖ、Ｔ，Ｐａｌａｎ

ＲｃｇｉｏｎａｌＤｉｒｅｃｔｏｒ，ＩＰＰＦ

Ｌｏｎｄｏｎ，ＥＮＧＬＡＮＤ

Ｍｒ・ShivKharo

ExecutiveDirector，ＡＦＰＰＤ

Ｂａｎｇｋｏｋ，ＴＨＡＩＬＡＮＤ

ＭｒｏＡｋｉｏＭａｔｓｕｍｕｒａ

ＥｘｅcutivcDiroctor，ＧＣＰＰＤ

ＮｅｗＹｏｒｋ，ＵＳＡ

Ｄｒ・KonnodyGraham

SecrctaryGeneral，ＰＧＡ
ＮｅｗＹｏｒｋ，ＵＳＡ

Ｄｒ･ＨｅｒｎａｎＳａｎｈｕｃｚａ

ＥｘｅｃｕｔｉｖｅＣｏ－ｏｒｄｉnator，ＩＡＰＧ

ＮｅｗＹｏｒｋ，ＵＳＡ
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ＫＥＹＮＯＴＥＳＰＥＡＫＥＲＳ（基調講演者）

Ｄｒ、NafisSadik

Secretary-GOneral，ICPD

ExocutiveDirector，ＵＮＦＰＡ

ＮｏｗＹｏｒｋ，ＵＳＡ

Ｄｒ・HiroshiNakajima

DiroctorGencral，WHO

RepresentativeforMr，BoutrosBoutrosGhali

SecretaryGoneral，UnitodNations

Gcncva，ＳＷＩＴＺＥＲＬＡＮＤ

ＰｒｏｆＤｒ・MoustafaK・Ｈｅｌｍｙ，ＭＰ

Ｃｈａｉｒｍａｎ，ShouraCouncil

Cairo，ＥＧＹＰＴ

Ｈｏｎ・ＰｒｏｆＤｒ・ＭａｈｏｒＭａｈｒａｎ

ＭｉｎｉｓｔｅｒｏｆＰｏｐｕｌａｔｉｏｎ＆FamilyWelfare

Cairo，ＥＧＹＰＴ

ＲＥＳＯＵＲＣＥＰＥＲＳＯＮＳ（リソースパーソン）

ＭＳ・ＭargarctCatlcy-Carlson

Prcsidcnt，PopulationCouncil

NowYork，ＵＳＡ

ＰｒｏｆＤｒ．。ＶＩａｈｍｏｕｄＦ・Fathalla

SeniorAdvisor，TheRockofcUerFoundation

NowYork，ＵＳＡ

Ｄｒ・Florencomanguyu
President-Eloct

McdicalWomcn，sInternationalAssoc・

Nairobi，ＫＥＮＹＡ

ＤｎＮａｆｓｉａｈ。VIboi

McmbcrofParliamcnt

Jakarta，ＩＮＤＯＮＥＳＩＡ

ＤｒⅧAbdolRahimOmran

Profossor，UnivorsityofMaryland

Maryｌａｎｄ，ＵＳＡ

Ｄｒ、SusanaGaldosSilva

Diroctor，ＭｏｖｉｍｉｏｎｔｏＭａｎｕｅｌａＲａｍｏｓ

Ｌｉｍａ，ＰＥＲＵ

ＵＮＩＴＥＤＮＡＴｌＯＮＳＡＧＥＮＣ１ＥＳ（国連機関）

ＭｒｏＥ・KennethAndoh

DevelopmentPolicieｓＢｒａｎｃｈ，ILO

Gcneva，ＳＷＩＴＺＥＲＬＡＮＤ

１ｍｒ、ＯｓｍａｎＭ、Ahmed

Director，ＩＬＯ

Ｃａｉｒｏ，ＥＧＹＰＴ

Ｍｒｓ・ＳｅｒｉｍＴｉｍｕｒ

ＵＮＥＳＣＯ，SoctorofSocialSciences

Paris，ＦＲＡＮＣＥ

ＭｓＴｅｒｅｓａＡｌｂａｎｃｚ

ＳｐｅｃｉａｌＡｄvisortoExecutiveDir.，ＵＮＩＣＥＦ

ＮｃｗＹｏｒｋ，ＵＳＡ

Ｍｒ・RanjitAtapattu

SeniorAdvisor，ＵＮＩＣＥｒ

ＮｃｗＹｏｒｋ，ＵＳＡ

Ｍｒ、ＡｎｗａｒｕｌＫ・Chowdhury

SccrctaryofExecutiveBoard，ＵＮＩＣＥＦ
ＮｅｗＹｏｒｋ，ＵＳＡ

]1ｓ・ＪａｎｅｔＮｅｌｓｏｎ

ＣｈｉｅｆｏｆＮＧＯ'ｓUnit，ＵＮＩＣＥＦ

ＮｃｗＹｏｒｋ，ＵＳＡ

]Ir・HoitorGurgulinodeSouza

Rector,UnitcdNationsUniversity（ＵＮＵ）
Tokyo，ＪＡＰＡＮ

Ｄｒ､YujiKawaguchi

DirecLorlntcrAgoncyAffairs，ＷＨＯ

Ｇｅｎｏｖａ，ＳＷＩＴＺＥＲＬＡＮＤ

Ｄｒ、ＴｏｍｒｉｓＴｕｒｍｃｎ

Ｄｉｒｏｃｔｏｒｏｆ]FamilyIIealthWIIO

Gencva，ＳＷＩＴＺＥＲＬＡＮＤ

Ｍｒ・ＴｏｍMerrick

SeniorPopulationAdvisor，ＷｏｒｌｄＢａｎｋ
ＷａｓｈｉｎｇｔｏｎＤ．Ｏ，ＵＳＡ
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MＶＴＥＲ－ＧＯＶＥＲＮＭＥＮＴＡＬＡＧＥＮＣｌＥＳ（国際機関）

Ｍｒ・PetorSchatzcr

DirectorofIBxternalRelaLions，ＩＯＭ

Ｇｃｎｅｖａ，ＳＷＩＴＺＥＲＬＡＮＤ

Ⅲｒ・PeterSich

CouncilofEurope

Strasbourg，ＦＲＡＮＣＥ

ＵＮｌＴＥＤＮＡＴＩＯＮＳＰＯＰＵＬＡＴｌＯＮＦＵＮＤ（国連人口基金）

安藤博文

国連人口基金事務次長

ニューヨーク、ＵＳＡ

]Ｉｒ・WilliamRyan

lCPDInformationAdvisor，ＵＮＦＰＡ

ＮｃｗＹｏｒｋ，ＵＳＡ

Ｍｒ・ＡｒｔｈｕｒErkon

AssociatoResoarchOfficer，ＵＮＦＰＡ

ＮｃｗＹｏｒｋ，ＵＳＡ

Ｍｒ・ＳｅｔｈｕｒａｍｉａｈＬＮ・Rao

DoputyDiroctorlERD，ＵＮＦＰＡ
ＮｅｗＹｏｒｋ，ＵＳＡ

Ｍｓ・IIediaEl-Ghouaycl

TochnicalOfficor，ＵＮＦＰＡ

ＮｃｗＹｏｒｋ，ＵＳＡ

Ｍｒ・SjaakBavclaar

CountryDirector，ＵＮＦＰＡ
ＣａｉｒｑＥＧＹＰＴ

Mrs･ＥｌｌｅｎＴｈｃｍｍｏｎ

ｌｎｆ()rmationOlTicor，ＵＮＦＰＡ

ＮｃｗＹｏｒｋ，ＵＳＡ

Ｍｒ・LalanMubiala

SpocialAsst･toExeclltivoDirector，ＵＮＦＰＡ
ＮｅｗＹｏｒｋ，ＵＳＡ

Ｍｒｓ・ＴｅｓｓＲｃｇｌｏｓ

ＵＮＦＰＡ

ＮｃｗＹｏｒｋ，ＵＳＡ

Ｍｒ・RichardSnyder

SeniorExtornalAffairsOfficer，ＵＮＦＰＡ

ＮｅｗＹｏｒｋ，ＵＳＡ

Ｍｓ，ElinRanneborg-Nilson

SeniorExtornalRelationsOfficer，ＵＮＦＰＡ

ＮｅｗＹｏｒｋ，ＵＳＡ

ＯＢＳＥＲＶＥＲＳ（参加者）

Ｄｒ・ＢｒｕｃｅＨａｌｌｉｄａｙ
ＦｏｒｍｅｒＭｅｍｂｃｒｏｆＰａｒliamont

Ontario，ＣＡＮＡＤＡ

Mrs・FrancisdeSolana

BuenosAires，ＡＲＧＥＫＴＩＮＡ

Ｍｒ、ＺｈａｎｇＨｕａ

Ｂｅｉｊｉｎｇ，ＣＨＩＮＡ

虹rs・ＳｈａｈｏｃｎａＫｈａｎ

Ｄｈａｋａ，ＢＡＮＧＬＡＤＥＳＩＩ

Ｍｒ・YuJiankui

Boijing，ＣＨＩＮＡ

Ｍｒ・SafwatAlShorif

Ministeroflnformation

Cairo，ＥＧＹＰＴ

ＪＩＳ・ＲｏｋｈｓａｎａＫｈｏｎｄｋｃｒ

Ｄｈａｋａ，ＢＡＮＧＬＡＤＥＳＩＩ

Ｈｏｎ、Mrs・ＬｉｄｉａＣａｒｄｏｎａｓ

ＬａＰａｚ，ＢＯＬＩＶＩＡ

Ｄｒ・ＭａｍｄｏｕｈＥＩＢｏｌｔａｇｙ
ＭｉｎｉｓｔｅｒｏｆＴｏｕｒiｓｍ

ＣａｉｒｑＥＧＹＰＴ

Mrs・GladysTorresGoitia

LaPaz，ＢＯＬＩＶＩＡ
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Ｅｎｇ・HussainAhmedOsman
ShouraCouncil

Cairo,ＥＧＹＰＴ

Ｍｒ・ＡｈｍａｄＡｌＡｍａｗｙ
ＭｉｎｉｓｔｅｒｏｆＬａｂｏｕｒＦｏrce

Cairo，ＥＧＹＰＴ

Ｍｒ、MahmoudMohamedMahmoud

MinisterofCommerce

Cairo,ＥＧＹＰＴ

Ｍｒ・MohamedZakiAbu-Amer

StateMinisterofPeople，sAssembly＆Shoura

ＰｒｏｆＤｒ・AbdulAzimRamadan

ShouraCouncil

Cairo，ＥＧＹＰＴ

Ｅ､９．ＦouadAbuZaglah
ShouraCouncil

Cairo，ＥＧＹＰＴCouncilAffairs

Cairo,ＥＧＹＰＴ

Ｍｒ・ＭｏｈａｍｅｄＴｈａｒｗａｔＡｂｂａｚａ

ＳｈｏｕｒａＣｏｕｎｃｉｌ

ＣａｉｒｑＥＧＹＰＴ

Ｍｒ・AbdlAalAlGarhi

ShouraCouncil

CairｑＥＧＹＰＴ

Ｄｒ、HamdiaMahmoudZahran

ShouraCounciｌ

ＣａｉｒｑＥＧＹＰＴ

Ｍｒ、UmeshVerma

Counselor，EmbassyofIndia

Cairo，ＥＧＹＰＴ

ＰｒｏｆＤｒ，FathiMohamedA1i

ShouraCouncil

Cairo,ＥＧＹＰＴ

Ｍｒ、MenandroEGalenzoga

AmbassadorforthePhilippines

CairqEGYPT

Ｅ､９．AhmedMustafaAbdulAkher
ShouraCouncil

Cairo,ＥＧＹＰＴ

Mrs．ＩnｇａｌGrebeskeva

RussianEmbassy

Cairo，ＥＧＹＰＴ

Ｄｒ、GalalGhuraah

ShouraCouncil

Cairo，ＥＧＹＰＴ

Ｄｒ・ＫｈａｌａｆＡ・GabirKhalaf

ShouraCouncil

Cairo,ＥＧＹＰＴ

Ｍｒ、MohamedFaridKhamis

ShouraCouncil

Cairo，ＥＧＹＰＴ

Ｍｒ・MohamedAhmadKurashi

ShouraCouncil

Cairo，ＥＧＹＰＴ

ＰｒｏｆＤｒ，AliLotfi

ShouraCouncil

Cairo,ＥＧＹＰＴ

Ｄｒ・AhmedRashadMoussa

ShouraCouncil

Cairo，ＥＧＹＰＴ

ＭＬＡｎｄｚｅｉＰｏｌｉａｋｏｖ

ＲｕｓｓｉａｎＥｍｂａｓｓｙ

Cairo，ＥＧＹＰＴ

Ｍｒ・IliaVodiakhine

RussianEmbassy

Cairo，ＥＧＹＰＴ

DLMohamedGaialGhurab

CairqEGYPT

Ｄｒ，ShafikaNasser

DepartmentofPublicHealth

Cairo，ＥＧＹＰＴ

ＤｎＧｕｙＤ・Theodore

Director，HospitalBienfaisancedePignon

Port-au-Prince，ＨＡＩＴＩ

Ｄｒ、DCarreTheodore

MedDirector，HospitalBienfaisancedePignon

Poｒｔ－ａｕ－Ｐｒｉｎｃｅ，ＨＡＩＴＩ
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川橋敦

川橋幸子参議院議員秘書

同

小林成基

小杉隆代議士秘書

GLOBEJapan事務局長
同

レーナ・リンダール

小杉隆代議士秘書

GLOBEInternational事務局長

同

浜本由里子

小杉隆代議士秘書

GLOBEJapan事務次長
同

竹山佳子

会議通訳

同

田中祥子

会議通訳

同

タイヒラー曜子

会議通訳

同

茅野博美

会議通訳

同

Ｍｒ，ＭａｎMohanSharma

ExecutiveSecretary，ＩＡＰＰＤ

ＮｅｗＤｅｌｈｉ，ＩＮＤＩＡ

Ⅲr､RanjitSharma
lNDIA

黒田俊夫

ＡＰＤＡ理事

日本大学人ロ研究所名誉所長

日本

広瀬次雄

ＡＰＤＡ常務理事・事務局長

同

楠本修

ＡＰＤＡ研究員

同

北畑晴代

ＡＰＤＡ

同

近泰男

JOICFP事務局長

同

錦木良一

JOICFP総務課長

同

山ロ澄江

ＪＯＩＣＦＰプログラムオフィサー

同

中山ハナ子

中山太郎元外相夫人

同

桜井ミツエ

桜井新元環境相夫人

同

中島邦子

中山太郎代議士秘書

同

渡辺輝夫

桜井新代議士秘書

同

MsMoon-ShikHong

Seoul，ＫＯＲＥＡ

ＲｅｋｈａＫｏｄｉｋａｒａ

ＡＲＲＯＷ

Ｋ・Ｌｕｍｐｕｒ，ＭＡＬＡＹＳＩＡ

Ｍｒ、ＡｗａｎｇＪａｂａｒ

Ｋ・Ｌｕｍｐｕｒ，ＭＡＬＡＹＳＩＡ

Ｍｓ，ＲｏｓａＡＭｅｎｄｏｚａ

ＭＥＸＩＣＯＤ．Ｆ、

ＭｓＬｙｄｉａｄｅＲａｍｉｒｅｚ

ＭＥＸＩＸＯＤ．Ｆ，
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Ｍｒ・JoseAlcala

SeniorProgAssoc,FamilyCarelnternational

NewYork，Ｕ・ＳＡ．

ＭｎＦｅｒｏｚＫｈａｎ

ＮａｔｉｏｎａｌＰａｒｌｉａｍｅｎｔ

Ｌahore，ＰＡＫＩＳＴＡＮ

Ｍｓ・LucellaCampbell
lPPF/ＷＨＲ

ＮｅｗＹｏｒｋ，Ｕ、ＳＡ．

DurdanaA・Malik

CommManager,WorldWideFundForNature

Lahore，ＰＡＫＩＳＴＡＮ

Ｍｓ・MarieHaydeedeCarron

Asuncion，ＰＡＲＡＧＵＡＹ

Ｍｓ・MartaMadina

Communicationsofficer，ＩＰＰＦ/ＷＨＲ

ＮｅｗＹｏｒｋ，Ｕ，ＳＡ．

Ｍｓ，ＩｒｅｎｅＭ・Santiago

ExecutiveDirector,ＮＧＯＦｏｒｕｍｏｎＷｏｍｅｎ'9５

MrBenjaminDeLeon

PresidentialAssistantforSocialDevelopment

Manila，ＰＨＩＬＩＰＰＮＥＳ ＮｅｗＹｏｒｋ，Ｕ・ＳＡ．

ＰｒｏｆＪ・ProsperoE・deVera

ExecutiveDirector，ＰＬＣＰＤ

ＱｕｅｚｏｎＣｉｔｙ,PHILIPPINES

Ｍｒ・WamerFornos

Populationlnstitute

WashingtonD．Ｃ､，ＵＳＡ

Mrs・CecileJoaquinYasay

Director，PopulationCommission

Manila，ＰＨＩＬＩＰＰＩＮＥＳ

Mrs・ＪｅａｎＡｎｄｏ

ＮｅｗＹｏｒｋ，Ｕ・ＳＡ．

ProfVladimirJuzhakov

Moscow，ＲＵＳＳＩＡ

Mrs・EkaterinaF・Lakhova

Moscow，ＲＵＳＳＩＡ

Mrs・MakiMatsumura

NewYork，Ｕ、Ｓ，Ａ・

Mrs・MariluzMolaresSingh
U．Ｓ、Ａ、

Ｍｓ・JillSheffield

President，FamilyCarelnternational

NewYork，Ｕ・ＳＡ．

ＤｎＮｇｕｙｅｎＶａｎＴｉｅｎ，
ＶＩＥＴＮＡＭ

ＭｓＴｒａｎＴｈｉＴｈａｎｈＭａｉ

Ｈａｎｏｉ，ＶＩＥＴＮＡＭ
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SＥＣＲＥＴＡＲｌＡＴ（事務局）

】VIr・ShivKhare

ExecutiveCo-ordinator，

Ｂａｎｌｇｋｏｋ，ＴＨＡＩＬＡＮＤ

｡VIS・HeatherMcrriam

ProgrammoOfficer，ＩＡＰＧ

ＮｅｗＹｏｒｋ，ＵＳＡ

ＩＣＰＰＤ

Ｍｓ・YuvarecApintanapong

lCPPDSccrotariat

Bangkok，ＴＨＡＩＬＡＮＤ

Ｍｒｓ・DorisBortzelotos

Socretary，ＩＡＰＧ

ＮｅｗＹｏｒｋ，ＵＳＡ

Mrs、ＥｌｓｉｅＫｒｉＳｈｎａｂｈａｋｄｉ

ｌＣＰＰＤＳｃｃｒｃｔａriat

Bangkok，ＴＨＡＩＬＡＮＤ

Ｍｒ・ConorOMearain

lCPPDSccrctariat

Bangkok，ＴＨＡＩＬＡＮＤ

Ｍｓ・FionaSarn

lCPPDSocrotariat

Banj2ｉｋｏｋ，ＴＨＡＩＬＡＮＤ

ＭａＲｅｂｅｃｃａＥｌｄｒｅｄｇｅ
ＧＣＰＰＤ

ＮｏｗＹｏｒｋ，ＵＳＡ

Ｍｒ・ＧａｍｃｌＥｌＮａｈａｓ

Ｃｏｎｓｕｌｔａｎｔ，ＮＰＣ

Ｃａｉｒｏ，ＥＧＹＰＴ

Mrs・ＳａｍｉａＥＩＮａｈａｓ

ＣａｉｒｑＥＧＹＰＴ

Ｍｓ・ShaziaRafi

ProgrammcDircctor，ＰＧＡ
ＮｏｗＹｏｒｋ，ＵＳＡ

Ⅵr・FranciscoDiBlasi

SeniorAdvisor，ＩＡＰＧ

ＮｅｗＹｏｒｋ，ＵＳＡ

ＺＶＩｓＭｅｒｃｅｄｅｓＭａｓｄｅＸａｘａｓ

ＰｒｏｇｒａｍｍcOfficer，ＰＧＡ
ＮｏｗＹｏｒｋ，ＵＳＡ

１１s・AIejandraMeglion

ProjectOfficcr,ＩＡＰＧ

ＮｃｗＹｏｒｋ，ＵＳＡ

!|蝿晨＿
■■■Ｉ

１m

四一一－二m=卍‐．－.－。一一一三＝-二つ弓…･－～額－－型否一月～b－－－
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ﾓｰﾆご‐ニーーー得＝－－－
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国際人ロ。園露壼§霞(lCPD）

女｣魅重視の『行動計画｣を採択世界人口会議

183カ国政府代表ＮＧＯが参加

９日間にわたり激しく論議

国識ｆ騨聰樋i：,襲琶爾鯨茅川垳
月５日から１３日までの９日間、183カ国の代動計画は各国が実施することが大切だ」と呼

表、非政府組織（ＮＧＯ）から約１万5,000人びかけた。

が参加して開かれ、今後20年間の人口政策の人口対策に必要な資金については2015年に

目標を掲げた「行動計画」を採択した。217億ドルで、その約３分の１を先進国が負

行動計画は「｜性に対し男女が平等であり、担することになった。

いつ、何人の子供を産むか、という出産に関この会議で、日本から出席した河野洋平副

しては、女性がその決定権を持つ」というこ総理兼外相は６日の本会議で、「わが国は策

とを基本に据え「リプロダクテイブ‘ヘル定された新しい行動計画案を支持する。ＮＧ

ス、ライツ（性と生殖に関する健康、権利)」Ｏ活動を重視するとともに、人類の重要課題

という新しい概念が導入された。である人口問題への取り組みは、わが国の便

会議ではバチカン（ローマ法王庁）をはじ命である」と述べ、具体的決意の現れとして

めとするカトリック諸国と、イスラム諸国1994年度から2000年までの７年間に人口・エ

が、避妊、中絶問題をめぐって宗教、倫理的イズ分野へのＯＤＡを総額30億ドルを目途に

な理由から反発し、環境保全を前提とした開積極的な協力を行うことを表明した。

議了塁競思議蝋まIiiB纈議昊蹴:i；
の呼び寄せ、移民問題では南北間の政治論争Ｄのカイロ宣言をＩＣＰＤに強く反映してほ

が展開されるなど、活発な討議が行われた。しい゜国会議員の我々もＩＣＰＤの意義を深く

結局、バチカン、イスラム諸国の一部が、理解し、実施のために努力する」と、力強い

行動計画のリプダクティプ・ヘルス、ライツステイトメントを発表した。

について態度を留保し、行動計画は各国がギ
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わが国の使命一人口問題に積極的に取組む

河野洋平く副総理大臣兼外務大臣〉

､`△管戦後の１１１際|(|己公は、地域粉ｉｆ'の危険の増大
'祠などに』i』られるように流動的で不安定な状
況に置かれています。紛争の背景にはしばしば貧

困と*|:会の不安筵の問題があり、ｌｌｌ界の安定と繁

栄を雌CILするためにも、絲済社会|I1llldiのｶｷﾞ沢によ

り、紛争の松本ljJ('八1を取り除くことが水伽19に電

要です。人ｌｌＩｌＩｌ趣は、国際社会が充腿する''１で複

雑化し、今や地球規模の問題として我々のIjilに立

ちはだかっており、緊急の取組みを必鰹としてい

ます。私は、この人１１問題は、経済#I:会Ｉ１ＵＩ遡分･体

に関わっており、その取組みにはｊＭｌｉ的(jIL性、教

育、女性の地位lrILを含んだ総合的アプローチが

必要であると觜えております。こうした考えに雄

づき、わが｢i:|は、人11問題に積極的に取糺むた

め、本年２月に「地球規模問題イニシアティヴ二

を打ち出し、人１１．エイズ対.策において途｣ごlR1援

助を大'miに拡充することを決定しました。

私は、今'''１の||(界会i義は、今I||紅にIjMかれる肢

も重要な会議の一つであり、人類がこの'１１１題にど

のように取糺'んでいくのか、２１IlliLlにli1jけての指

針が定められるものと確信しています。

一昨年のリオデジャネイロでの１K|述蝋境ljM発会

識でも、人|｜と持続'１能な開発と地球隙境ｌ１ｌｌ題の

密接な関係が指摘されました。急激な人I11WillⅢ、

都市への過度の人[1乗[|'、不安定なl[<|家IHIの人口

移動、環境への負IHjの入きいと|ﾐ塵・iiIjidfパターン

や技術の導入、多Iltの廃棄物の排|Ⅱなどにより、

人類は人間１円動のIlill約に直ihiしています。

私は、ここで1｜指すべきものは、人'１の急増

が、環境破壊や資源の|古渇を生じさせたり、消費

。生産活動に深刻な影響を及ぼしたりすることを

認識し、それらの持続可能な均衡を|判ることだと

考えます。途lzIK1、先進「Ｈ１双方がｌ１Ｉｉｌｲjのｉｆ｛-Fを共

に負っており、途｣己|:IJは人1-1増加率を抑えること

が、先進１１５１は/Ｍ｛・消費パターンの),Lll1[しや低公

害巾の導入、人陽光発過等再生１J能エネルギー利

用といった環境に優しい技術の開発・・促進を|叉|る

ことが肝要と思います。また、国際ﾈI会は、持続

可能な|)'１発というI-l的を達成するために、潔境保

全・盗源保護に配慮した協刀を促進すべきであ

り、さらに、増大する人'１に対応するためには、

'１１界の食)職の安定供給というｌｌ１ｉに淵’し、持続LU

能なﾉＭＥＩｿﾞliの高い農業の発腱にlr1Iけて政策の強化

に努める必要があると觜えます。

わがＩＲＩは、昨年、環境へのflｨIljが少なく、持続

的に苑腿することができる社会の構築を'1指した

喋境』,ｕｘ法を制定し、;1Ｗ(ﾐ、これを具体化する環

境〕し|塙l1lhiを策定｢１１です。さらにわが国は、昨11ミ

アジェンダ21行動計ｌｌｌ１ｉも発友致しましたが、これ

にﾊﾞﾄってこれからも、lKl迎雌境|)M光会議でも約束

した雌境分野のＯＤＡの強化・充実を図るととも

に、哩境に優しい社会作りを進めて行く予定です。

私は、今ｌｉＪ１の会議におけるＭ１テーマの一つは、

リプロダクテイヴ・ヘルスであると認識しています。

わが'1｛|においては、父|ｿＩｉの地位lf1ll三、創劃ZHjti2ifiWMへ

の参ll11iを促jii上する等の剛ｉＬｉから、）,L本的人権を尊茄し

た人1111M題へのこの考え〃は頭要と考えます。

わが'1Jは、このリブロダクティヴ・ヘルスに関

する派動にﾉ]を注いでおり、．且して男女平等の

教育を行ってきた他、１JごＭｋＭＩ下'眠の交付など一

巡のlｿ:「保健システムにおいて、女性および次''１

代を111うｒ供の似健康lrI1このために、）,1A春期から妊

娠、１Ｍ:、子供の健旗についての健診．ｲ１１談．指

導の機会を設け、これらを災施することにより、

その健灰保持及び増進をlx1ってきております。こ

のような施策により、女|ｿ|{の,[確な情報に基づく

進|ル意思決定が'邨能となり、yjWIHの行動の在り

方の攻#'÷と併せ、乳児死亡率、Ill生率の低下等が

もたらされていると考えております。

リゴニ狐二ら衾鍾孟鰐二三感
すが、この'炎l連で先）jわが'[ｉ１において「第101,,11K１

際エイズ会議_』が開催されたことも付言させていた

だきます。

わが１１１は、近年、ＮＧＯｉｉＴｉ動の頑要'性を強く認

識しております。ＮＧＯは、政府や国I漂機関が必
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ずしも-'一分に対応できないところで地域に根付い

た活動を展ＩｊＭしており、今や政府や国際機俣|とは

補完関･係にあるといっても過言ではありません。

また、わが国は、今後とも、プロジェクトを形成

する段階からの対話も含め、人'1分野での二ｌ１１Ｉ１Ｉｌ

協力においてＮＧＯによる草の根レベルでのプロ

ジェクトの支援を強化していきたいと考えてお

り、ＮＧＯとのこうした関係の梢築は国際的にも

爪要であると考えます。

わが国は、これまで開催された各種準備会合を

経て策定された新しい行動計iI1ii案を支持するもの

であります。私は、今次会議においてこの行動,il

lllii案が全会一致で採択され、全lU:界が2111t紀にＩｆｌ１

け一体となって人'１問題に取組める環境が終うこ

とが必要と考えます。行動計lllii案には、未だ合懲

に至っていない点が残っていますが、私は、それ

らの点について、参加各|玉|が、｜||:界の人l1I1I1皿の

現状を認識し、この会議に於いて現実的対応を

行っていくことを強く訴えたいと思います。

次に、わが''1の人１１問題に対する具体的な取ｍＩｌ

みにつき述べたいと思います。わが国は、節２次

'１１界大戦直後に人口急増に114[llIiし、これを｢|助努

力により解決し、その後の経済成長を成し遂げた

ＩＩｉ１として、また鹸近は、他の先進国と同様に、急

速な高齢化に1ＭMまねばならない'五1内的４１１Ｗiか

ら、従来より人'1問題に深い関心を有しておりま

す。この戦後の人口問題の解決にあたっては、Ｎ

ＧＯ、草の根的地域レベルでの保健婦。肋瀧川1)等

による家族計Ｉ１Ｉ１ｉの普及活動のみならず、戦iiiから

の男女の教育水準の向上、母子保健に代表される

ようにプライマリー・ヘルスケアの促進が愈要な

役;!;１１を果たしたことを｢ｉＬｌﾆげたいと思います。

人11問題の解決に向けては、ノ'２派水碓の向上とと

もに、こうした地道な活動が非常に大切であると

考えます。わが国は、平和国家として、このよう

な経済・社会分野をはじめとする、わが国の得意

な分野での取組みを''１心として、その国際貢献を

積極的に進めて参りたいと考えます。

ま鑓薑讓支騨其鮒h灘
閏する東京賢人会議」を開催し、東京宣言を発表

して、行動計画案の作成に貢献を行ったほか、今

次会議及び同時に開催されるＮＧＯフォーラムへ

の支援等積極的に協力を行っています。

わが国は、人類の重妥課題である人口問題への

取糾みは、わがI'：|がﾉ]を発揮できるものであり、

またその使命と考えています。その具体的な決意

の現れとして、政府|)'１発援助の最大供与国である

わがlRlは、人１１とエイズの分野における途上国援

助に|剣する「地球jjIIl剛M]題イニシアティヴ」を本

年２)]に打ち出しました。これは、1994年度から

2000年度までの7年間でこれらの分野へのＯＤＡ

を総額30億ドルを||途に積極的な協力を進めてい

くものです。これらのＩｌＩｌ題でわが１１:|のパートナー

として協議を行ってきた米国は90億ドルの協力を

表|ﾘ]しています。わが国はこれにより、米国と共

に人１１．エイズという人類共通の課題にたいする

111界的な収組みを促進して参りたいと考えており

ます。私は、このわが同のアピールに対し、多く

のＩｉｉｌ々、国際機関、ＮＧＯの方々が応えていただ

き、人１１問題へのl1Mlllみが|比界の大きな潮流にな

ることを強く希望するものです。

私は、この会議の成功を踏まえ、わが国がこの

ように今後も人に1111題に対し積極的に取組んでい

くことを表明して淡説を終了したいと思います。
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ステイトメント~｢行動計画

桜井新[閾鰡篭,!|襄懸曇;mii藤…識長］

を実行に－

私:iiIi鰐iii:)IimllzCWi
糊ﾛと持続'１能な開発の問題の屯

要性を認識し、１２１１軸からiilT動を

行っております。この一連のＡＦ

ＰＰＤの活動をもとに、私たち

は、各Jj也域代友、人口と開発に関

するさまざまな議員活動の代表者

の方々をil1fllli委且にお迎えし、’'５１

際人口・ljM発i;jii員会議の準備を行

なってまいりました。

私共の|J1会議員会議は、lKl際

人１１.ljM発会識に先駆け、９)」

私達国会議しiは、今こそ本来の

tli命を果たそうではないかと祇極

的な関与を呼びかけたのでありま

す。私の尊敬いたしますi牧人とな

られましたＡ１'､ＰＰＤ創始者の佐

藤|聡註の言葉を紹介いたします。

「ただ飢えて死ぬためだけのた

めに産まれてくる「供があって

はならない」

私達が忘れてはならない凸.葉

ではないでしょうか。現在でもど

れだけ多くの人達が戦fpと飢えで

先んでいるのでしょうか。

Ｉ)1発に関する|[§1会議員活動の刺

_i薑丘雰／

桜井新 <ＡＦＰＰＤ議長〉

の３日、４１|エジプトＩＲＩカイロでエジプト・

ショーラ・カウンスル議長ムスタファ・カマール

・エルミーNil目を議長にお迎えし行われました。

この会議には、IL1:界107力11:1300名の'２１{1会識型が

参集し人|」と０M発にIjQする討議を行い、その討議

の結果は「人l」と開発に閃するカイロ宣言」とし

てまとめられ、採択されました。

そのｺﾞｴ要な内容がｌＣＰＤに強く反映されるよ

うに希望いたしております。

ここに私ｊＬが、国会議員会議を行いましたのは、国

際的な取り決めとしての国際会議の決議がJ:られ、実

行に移されることを望んでいるからであります。

1992年に|K|連環境開発会議がリオデジャネイロ

で開・催され、アジェンダ21が採択されました。そ

こではすべての国際的な取り決めは、地球の持続

１J能な開発という視点から樅成されなければなら

ないと記されていたと記憶いたしております。

しかしながら、国際的な取り決めとして決議がな

されたにも|災Ｉわらず、それが'１１隙間の協定に|ﾘI砿に

反l灰されていると''二'せません。ガット・ウルグアイ

ラウンドの協議では多少の議論がなされたようです

が、ほとんど影響を与えていないようであります。

現在も地球｣鷺の人口は急激に増え続けておりま

す。その－〃で人類がrlﾐ存する地球の環境怨化は激

しさを増すばかりであります。

世灘二人鷲鷺jiiII麓鰡:11’
ます福Inj魁夫先/|ﾐが、今回の会議の前に、次のよ

うに白われました。

「脚卜君、人１１．MM発問題で鮫も飛要なことは食Wllt

MU題だ。食趣ＭｉｉのB;1境は悪化し、３０年もたたない

うちに食糧と人'1のバランスは取れなくなるぞ」

人１１と持続ｎJ能なIjM発という地球環境を維佃iし

ながらいかに人瓶の生存を図るか。この度のＩＣ

ＰＤこそ人類の化存をかけた会議であります。私

達|F1会議員はこのことに思いを馳せ２１１問の会議

を終わらせました。私達は今やお/Lいの違いをｋ

狼し合い争っている余裕はないのであります。

各国政府代表の皆様、世界中の至る所で恵まれ

ぬ環境のＬＩ－１で生きている仲間を救おうとひたむき

な努力を続けているＮＧＯの皆様方、皆様刀の1円

動に私たちは敬怠を払っております。皆様方が、

共に汗を流し討議を重ね作り上げる内容におおい

に19j侍しております。

しかしながら、どんなに立派な内容の文TII:を作

り上げてもそれがすべての国際協ﾉJや条約にjlⅢⅡ/|く

され実行されなければ無意味であります。

lR1会議員の我々は今こそＩＣＰＤの意義を深く

jj1M解し、その尖呪のために－＃fl強く関与をし、文

１１『することをlI1し述べて終わります。
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国際人ロ。開発会議

『行動計画｣骨子<英文原文110頁〉

<の社会で家族の構成や構造が変化している。し

かし、あらゆる家族は、社会の離水的な単位とし

て、社会・経済上の変化から保謹される権利を有

する。各ＩＨＩ政府の政策は、家族の多様化している

ニーズを卜分に考慮したものにならなければなら

ない｡

第１章（前文）

人口、開発、斑境の｜１１互関連についての認識の

高まりにつれ持続'1J能な成長を,促進し、地球規模

の問題を解決することの軍妥性がかってないほど

高まっている。Ｍ１;、木曾有の人'１１勅'１，fIl,kI、

社会経済上の不平等・不経済な消費がlj〔|ﾉ<|で蝿境

状態が悪化しており、地球上の新たな脅威のつ

となっている。 第６章（人口増加と人口の構造）

人||の絶対数の増加のレベルは、未曾有であ

り、イ'ｊｊ|§の人｜｜贈加は9,000ﾉﾉ人を)超える。地

域、１１<|、lluALレベルの開発の持続W|§を許す状況を

創造するため、（'１M人個人の権利、変(｢を十分に尊

重しつつ、人口増加・出生率・死亡率の各国間お

よび地域ｌｌｌｌでの格差を削減し、｝||来るだけ早急に

世界の人'1の安定を達成するように各｢勵間の協力

を通じて努ノルなければならない。

第２章（原則）

行動計I1jIiに含まれる勧告の実施は、ｆｆｌＩｆｌが１擁

に基づき、それぞれの求教的価値観や文化を'1;唖

しながら実施する。

第３章（人口と持続的な経済成長と持続可

能な開発の相関関係）

人'1問題は、あらゆるレベルで経済・ネl:会|)|Ｉ苑

や環境に関連する全ての政策やプログラムの策定

および実施に統合されるべきである。人'11111趣を

経済と開発の戦略に統合させることは、持続１J能

な成長のペースを(ｌｌＩｌ逃するばかりでなく人'''''１１題

の|I的の達成に立献することになる。

第７章（リプロダクテイブ・ライツ、リプ

ロダクテイブ・ヘルス、家族計画）

適切なリプロダクテイブ・ライツ、リプロダク

テイブ・ヘルス、プライマリー・ヘルスケアとリ

プロダクテイブ。ヘルスケアの１Ｍ(1):、即ち安全で

満足な|ｿM2hFを鴬みつつ、いつ、また、何人の子

供を生むかにつき|ﾖﾄhな責ｲﾓをｲ｣し、そのために

必要な手段や情報を得られることを意味する。間

度な情報、医擦サービスの準術を確実にすること

により、ＩＭＩ人と夫婦が出産する能ﾉ]及び出生率を

調幣する能ﾉ]を持つこと、お爪いに協力的で尊敬

できる|ｿ|挫}係を皿じて、｜{1分たちの/MIiが砦かに

なるよう努ﾉ]するべきである。政府は、早急にl刊

や地力｢1治体の援助により適切な家族計画の普

及、情報に｣ILづいた選択、教行を提供し、経済的

に入手｢Ｉ能なサービスが利川できる状態を作り、

カウンセリングを充実させるべきである。

第４章（性別間の平等）

女性の地･位のliiI化は持続可能な開発の達成に不

可欠である．特に教育、健康。経済上の機会の女

性の地位の向｣二と改韓は、生殖活動といった分野

や、必要不可欠な分野における意思決定の能ﾉ]を

'{;iめることとなり、人Ｉ１ｉｉＩｉ[Iiiの長期的な成功に

とって不可欠。各lli1政府は、女性の教育、１１１m染,illl

純、雇用拡人等を迦じ、女性を政治的、社会的、

経済的なあらゆる活動の完全なパートナーとなる

ように最大限の努ﾉ]をしなければならない。

第５章（家族・その役割・構成・構造）

地球規模での人'１１２，イ|自会的、経済|さの急激な

変化のため、家族の編成のパターンや家庭ﾉ|具活

は、大きな変化にみまわれている。この結果、多
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第８章（健康と死亡）

多くの人々がプライマリー・ヘルスケアの恩恵

を受けることができるようになったことにより、

平均余命の延びは世界全体でおよそ20年延び、生

後１年間の死亡率は％近く減少した。妊産婦死亡

率においては、全世界で年間およそ50万人の女性

が妊娠に関連する原因で死亡しており、そのうち

99％は、途上国の女性であり、早急にこの格差を

縮小しなければならない。妊娠中絶は、如何なる

場合にも家族計画の手段として促進してはならな

い。望まない妊娠を防ぐことは最優先課題であ

り、中絶の必要をなくすためにはあらゆる措置を

講じなければならない。望まない妊娠をした女性

のために信頼できる情報とカウンセリングの提供

が必要。中絶に関する施策や変更の決定は、国や

地域レベルにおいて行われる。合法的な中絶は、

安全なものでなければならない。

在．経済活動の条件を満たさないために正規の移

民と認められない人々に関しては、彼等が不当に

利用されることを防止し、基本的人権が守られる

ように努力されなければならない。移民が家族を

呼び寄せる権利は子どもの権利条約などに従う。

第11章（人口問題に関する情報、教育およ

びコミュニケーション）

効果的な情報、教育、コミュニケーション活動

は、幅広い伝達経路を通じて行われており、全て

の性の平等、家族の責任環境の重視等の概念を浸

透させる際に重要な働きをする。人口に関する問

題を地域・国・・世界レベルの討議において、より

多くの民衆参加を実現するために、国家機関なら

びに国際社会が、情報技術の広範な普及と国内お

よび国家間における情報の交流の自由化を保証し

なければならない。

第12章（技術と研究、および開発）

各国は、適切な新しいデータ技術を活用し、人

口に関するデータの収集・分析を遂行できるよう

国内の能力を向上させるべきである。生物医学上

のリサーチは、より多くの人々に出生率を抑制に

関するより幅広い安全かつ効果的な現代的方法を

もたらすのに役立ってきた。このリサーチは、あ

らゆるレベルにおいて使用者のニーズに合わせて

進められると同時に、国際的に認められた生物医

学のための倫理・医療・科学上の規準に沿って遂

行されなければならない。

第９章（人ロの分布、都市化、人ロの国内

移動）

近年、農村一都市部への移動が顕著になって

きているが、これが多くの途上国における急激な

都市化を生んでいる。政府は、人口分布政策を策

定する際、自分の選択した地域社会に住み、仕事

をするという個人の権利を尊重する一方、開発戦

略が人口分布に与える影響を考慮に入れなければ

ならない。

第10章（国際的な人ロ移動）

途上国から移動する人々の数は、世界全体で１

億2,500万人を超え、そのおよそ半分が途上国か

らの流出と見られる。移動によって、送り出し国

および受入れ国双方にプラスの影響がある。但

し、受入れ国・送り出し国双方とも、経済成長を

維持し、持続可能な開発を促進する政策を通じ、

全ての人々が、自国内で生計を立てる基盤を作

り、不本意な出国をなくす努力は必要である。

非合法移民、即ち受入れ国が設定した入国・滞

第13章（国別行動）

各国政府は、国民の懸念を全ての該当する国家

的開発プログラムに盛り込み、関心を示している

一般大衆の、人口分野の活動計画の策定・実施へ

の参加を促進しなければならない。人口政策推進

のため必要な資金総額は170億ドル（2000年)、

185億ドル（2005年)、205億ドル（2010年)、217億

ドル（2015年）と増加。この資金調達のため、約
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のあるパートナーシップが必要である。また、多

くの非政府組織が持っている経験、能力、専門知

識は、十分に認識されている。同時に、政府の

チャンネルでは、到達が困難な人々に根ざし、政

府機関と比較した非政府団体の利点は正当に認識

されている。更なる政府・非政府団体間の相互の

協力と連絡を促進しなければならない。

３分の１を国際援助で賄うとともに、政府支出の

社会部門に振り向ける費用や、政府開発援助（Ｏ

ＤＡ）に占める貧困救済プロジェクトの比率を高

めることが求められる。

第14章（国際協力）

人口分野での国際協力は、過去20年間に成熟す

るにつれて協力を提供する地域共同体、ＮＧＯや

民間部門の組織の参加が着実に増えている。各国

は人口・開発で国際協力を優先させ、内外の非政

府組織や民間との協力を調整する。

第16章（フォローアップ）

「国際人口・開発会議」の重要性は、会議の合

意事項を行動に移すという、政府、非政府部門、

国際社会、その他の関係する組織や個人の熱意に

大いに依存することになるだろう。各国政府、非

政府組織、国連の機関、その他の関係者は、この

活動プログラムの完全なる普及に最大限の努力を

第15章（非政府団体とのパートナーシップ）

人口・開発問題に効果的に対処するには、政府

と人口・開発問題の目的や活動の具体化、実施を

支援する民間団体（地方、国、国際レベルの非営

利団体や利益指向の民間部門）との広範囲で実体

しなければならない。
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ｌｏＣＡＩＲＯＤＥＣＬＡＲＡＴＩＯＮ
ＯＮ

ＰＯＰＵＬＡＴＩＯＮＡＮＤＤＥＶＥＬＯＰＭＥＮＴ

ｇｒａｍｍｅｏｆＡｃｔｉｏｎｏｆｔｈＧＩＣＰＤ‘1．１Ｗｅ，theParliamcntariansmeeting

inCairo，Egypt，ｏｎ３－４Ｓｅｐｔｅｍｂｅｒｌ９９４，

atthelnternationalConferenceofParlia‐

mentariansonPopulationandDevelopment，

todiscusstheissuesofpopulationａｎｄ

ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔｏｎｔｈｅｅｖｅｏｆｔｈｅＩｎｔcrnational

ConfGrcnceonPopulationandDovelopmcnt

(ＩＣＰＤ），issuethefollowingdeclaration：

ＰｏｐｕｌａｔｉｏｎａｎｄＳｕｓｔａｉｎａｂｌｅ

Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ

１．４Parliamentarianstheworldover

havclongrecognizedthedelicatebalance

botweenpopulationandnaturalresources、

Wobelievothatthopopulationissucshould

beseennotinisolation，ｂｕｔｗｉｔｈｉｎｔｈｅＩａ－

ｒｇｅｒｃｏｎｔｅｘｔｏ【sustainabledevelopmentof

thcplaｎｏｔｆｏｒｔｈＧｂｅｔＬｅｒｍｅｎｔｏｆｈｕｍａｎｋｉｎｄ

:economicactivitythatincrcascsthcquality

oflifeforallpeoplethroughcurbingexc-

ossiveconsumptionandgeneratingproduc-

tivegrowth；alleviatingpoverty；achieving

sustainableagriculturalandindustrial

production，energyandnaturalresources

inharｍｏｎｖｗｉｔｈｔｈｅｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ；and

improvinghealthcareandthequalityoL

anｄａｃｃｏｓｓｔｏ，cducationActionswetake

nowtoovercomethepopulationanddeve-

Iopmentproblemsoftodaywilldcciｄｃｔｈｏ

ｆｕｔｕｒｅｃｏｕｒｓｅｏｆｈｕｍａｎｋｉｎｄ・Rosolutionof

suchproblemsisosseｎｔｉａｌｔｏａｓｓｕｒｉｎｇ

ｄｉｇｎｉｔｙｏｆａｌｌｈｕｍanbeings・Ｉｎａｄｄｉｔｉｏｎ，

fｏｒｍｕｌａｔｉｏｎｏｆｎｅｗａｎｄwide-ranging

economicpoliciessupportiveofsustainablo

dovelopmcｎt，andinitiationofinternational

agｒｅｏｍｅｎｔｓｂａｓｅｄｏｎｓｕｃｈｐｏｌｉｃｉｅｓａｎｄ

approachcsarcossentiaL

1．２WewelcomctheCairoConforenco

asａｍａｎｉｆｅｓｔａｔｉｏｎｏｆｔｈｅｖａｒｉｅｔｙｏｆｈｕman

culturesandtraditionsoDespitedifferences

inbeliefsandcustoms，ｗｏａｒｅｏｆｔｈｃｖｉｅｗ

ｔｈａｔｌｃａｄｃｒｓａｎｄｐｃｏｐｌｅｓｏｆｔｈｅｗｏｒｌｄｓｈｏ－

ｕｌｄｈｅｌｐｂｒingaboutuniversalharmony

andcoOperation・Parliamentarianshave

amaJorroloｔｏｐｌａｙｉｎｔｈｉｓｒｏ質ard．
●

1．３Wethereforeattachgreatimpo‐

rtancetoasuccessfuloutcolneofthc

InternationalConforcncconPopulation

andDcvelopment，ｗｈｉｃｈｃｏｍｅｓａｔａｐｉ‐

votaltimcinthedevelopmentofpartne‐

rshipsforglobalstrategicsidentiIiedin

theseriesofUnitedNationsconfcroncGson

Gnvironmcnt，ｈｕｍａｎｒｉｇｈts，socialdeve‐

Iopment，ａｎｄｔｈｅｒｏｌｅｏｆｗｏｍｅｎＷｅｓｕ－

ｐｐｏｒｔｔｈｅｓtrategyoffulIyintograting

populationissuesintoalldevelopment

planningpoliciesandprogrammGs・Wc

thereforocallonrcprcscntativｅｓｔｏｔｈｅ

ＩＣＰＤｔｏｒｅａｃｈａｃｏｎｓｅｎｓｕｓｏｎｔｈｅＰｒｏ－

'２



ｅｃｏｎｏｍｉｃａｎｄｈｅａｌｔｈｓｔａｔｕｓａｒｅｈｉｇｈly

importantendsinthemselves・Ｗｅｆｕｒｔｅｒ

ｂｅｌｉｅｖｅｔｈａｔｈｕｍａｎｄｅｖｅｌｏpmentcannotbe

sustainedunlesswoｍｃｎａｒｅｇｕａｒａｎｔｅｅｄ

ｅｑｕａｌｒｉｇｈｔｓａｎｄｅｑｕａｌｓｔａｔｕｓｗｉｔｈｍｅｎ・Ｉｎ

ｔｈｉｓｐｒｏｃｅｓｓｗｏｍｅｎｓｈｏｕｌｄｂｅｓｅｅｎnot

merelyasthebeneficiariesofｃｈａｎｇｅｂｕｔ

ａｓｔｈｅａｇｅｎｔｓｏｆｃｈａｎｇｅａｓｗｅｌＬＴｈｉｓ

ｃｎｔａｉｌｓａｎｃｎｈａｎｃｅｍｅｎｔｏｆｔｈｅｉｒｏｗｎｇｃ－

ｎｄｅｒａｗａｒｅｎｅｓｓ・ＷｅｂｅＩｉｖｅｔｈａｔｅｄｕｃａｔｉｏｎ

ｉｓｔｈｅｓｉｎｇｌｅｍｏｓｔｉｍｐｏｒｔａｎｔｅｌｅｍｅｎｔｏｎ

ｔｈｅｒｏａｄｔｏｅｑｕａｌｉｔｙａｎｄｅｍｐｏｗｅｒｍｅｎｔｏｆ

ｗｏｍｅｎ、Ｅｄｕｃａｔｉｏｎｓｈｏｕｌｄａｌｓｏａｉｍａｔ

ｅｌｉｍｉｎatingnegativegenderstereotypesｉｎ

ｏｒｄｃｒｔｏｉｍｐｒｏｖｅｔｈｅｓｔａｔｕｓｏｆｗｏｍｅｎ，ｗｉｔｈ

ａｖｉｅｗｔｏachievecooperationandpartne-

rsｈｉｐｂｅｔｗｅｅｎｍｅｎａｎｄｗｏｍｅｎ・Wethcre-

forestronglysupporttｈｅｅｄｕｃａｔｉｏｎｇｏａｌｓ

ｓｅｔｆｏｒｔｈｉｎｔｈｅｌＣＰＤＰｒｏｇｒａｍｍｅｏｆＡｃｔｉｏｎ

ａｓａｄｏｐｔｅｄｉnCairo，andcommitoursclvcs

toremovingalｌｌｅｇａｌ，socialandcultural

barricrsinourcountriesthatdiscriminatc

againstwomenan。preventtheirfullpa-

rticipationinsociety，ｉｎｃｌｕｄｉｎｇｉｎｐｕｂｌｉｃ

ａｎｄｐｏｌｉｔｉｃａｌlife，WecaUuponlegislators

allovertheｗｏｒｌｄｔｏｊｏｉｎｕｓｉｎｏｕｒｅｆｆｏｒｔｓ

ｔｏｅｍｐｏｗｅｒｗｏｍｅｎａｓａｍａｔｔｅｒｏｆｎａｔｉ－

ｏｎａｌpriority，ａｎｄｗｅｃａｌｌｕｐｏｎＧｏｖｅｒｎｍｅ－

ｎｔｓｔｏｅｎｆorcelegislationinthisrespect．

ＲｅｐｒｏｄｕｃｔｉｖｅＨｅａＩｔｈ

ａｎｄＦａｍｉＩｙＰＩａｎｎｉｎｇ

１．５Ｗｅｗｅｌｃｏｍｅｔｈｅａｐｐｒｏａｃｈｔｈａｔ

ｐｌａｃｅｓｆａｍｉｌｙｐｌａｎｎｉｎｇｉｎｔｈｅｂｒｏａｄｅｒ

ｆｒａｍeworkofreproductivehealthcare，Ｗｅ

ｕｒｇｅａｌｌｎａｔｉｏｎａｌｇｏｖｅｒｎｍｅｎｔｓｔｏmake

responsibleeffortstoresolvｅｔｈｅｉｒｐｏｐｕｌａ－

ｔｉｏｎｉｓｓｕｅｓｉｎａｗａｙｔhatrespectstheir

ownnationalandculturalidentity，ｖａｌｕｅｓ

ａｎｄｔｒａｄｉｔｉｏｎ，Ｗｅｔｈｅｒｅｆorecommitourse-

lves，aselectedrepresentativesofthepe-

ople，ｔｏｄｏｏｕｒｕｔｍｏｓｔｔｏｒｅｍｏｖｅａｌｌｒｅｍａ－

ｉningbarriersinourcountriesthatｉｎｈｉｂｉｔ

ａｃｃｅｓｓｔｏｆａｍｉｌｙｐｌａｎｎｉｎｇServices，info-

rmationandeducation，ａｓｗｅｌｌａｓｔｏｈｃｌｐ

ｓｕｐｐｏｒｔｔｈｅｐｒｏｖｉｓionobeproductivehcalth

andfamilyplanningservicesaswidelyas

possiblc・WefurtherurgeGovernmentsto

ensｕｒｅｔｈａｔａｌｌｐｏｐｕｌａｔｉｏｎａｎｄｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ

ｐｏｌｉｃｉｅｓａｎｄｐｒｏｇｒａｍｍｅｓｉｎｏｕｒcountrics

safeguardinternationallyrecognizedhuman

rights．

1．６Ｗｃａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｔｈｏｆａｃｔｔｈａｔａｂｏ－

ｒｔionsconstituteamajorpublichealth

concernforwomenallovertheworld・Ｓｉｎｃｅ

ｔｈｅｕｓｅｏｆｆａｍｉｌｙｐｌａｎｎｉｎｇｍｅｔhodsmay

preventtheprevalenceofunplannedpre-

gnancies，wccalluponallnationalGove-

rnmeｎｔｓｔｏｒｅｄｕｃｅｔｈｅｎｅｅｄｆｏｒａｂｏｒｔｉｏｎ

ｂyprovidinguniversalaｃｃｅｓｓｔｏｆａｍｉｌｙ

ｐｌａｎｎｉｎｇｉｎｆｏｒｍａｔｉonandservices．

ＨｅａＩｔｈａｎｄＭｏｒｔａＩｉｔｙ

1．８Ｄｅｓｐｉｔｅｓｏｍｅｉｍｐｒｏｖｅｍｅｎｔｓｉｎ

ｈｕｍａｎｌｉｆｅｅｘｐｅｃｔａｎｃｙ，preventableand

treatableiUnesseｓａｒｅｓｔｉｌｌｔｈｅｌｅａｄｉｎｇｋｉ－

ｌｌｅｒｓｏｆｙｏｕｎｇｃｈｉｌｄｒｅｎａｎｄｗｏｍｅｎ、Ｔｈｅｒｅ

ｒｅｍａｉｎｓａｔｌｅａｓｔｈａｌｆａｍｉｌｌｉｏｎｗｏｍｅｎ

ｄｙｉｎｇａｎｎｕａｌｌｙｆｒｏｍｔｈｅｃｏｍｐlicationｓｏｆ

ｐｒｅｇｎａｎｃｙａｎｄｃｈｉｌｄ－ｂｉｒｔｈａｎｄ９9.5％ｏ『

ＧｅｎｄｅｒＥｑｕａＩｉｔｙ

ａｎｄＥｍｐｏｗｅｒｍｅｎｔｏｆＷｏｍｅｎ

1．７Ｔｈｅｅｍｐｏｗｅｒｍｅｎｔｏｆｗｏｍｅｎａｎｄ

ｔｈｅｉｍｐrovementofthcirpolitical，social，

`３



rsetheestimatedresourcerequirements

setforthinthedraftProgrammeofActi-

onAdditionalresourcestopopulationand

developmentprogrammesshouldbemade

availablebyshiftingresources，especially

fromdefenseexpenditures．

thesematernaldeathsoccurindeveloping

countries，Ｌａｒｇｅｎｕｍｂｅｒｓｏｆｐｅｏｐｌｅｒｅｍａｉｎ

ａｔｒｉskfrominfectious，parasiticand

respiratorydiseases・ＨＩＶ/ＡＩＤＳｉｓｔｈｅ

ｃａｕｓｅｏｆａｈｉｇｈｉｎｃｉｄｅｎｃｅofdeaths，There-

forethetargetingoffinancialresources，

particularlyfromdonorcountries，tothese

vulnerablegroupsisurgentlyneededto

focusonreducingchildandmaternal

mortalityrates．

1．１１Ｗｅｔｈｅｒｅｆｏｒｅｐｌｅｄｇｅｔｏｗｏｒｋｔｏ

ｅｎａｃｔlegislationtoincreasedomesticfun-

dingforpopulationanddevelopmentpro-

grammes，ａｓappropriate，andcallupon

theinternationalcommunitytoprovidethe

resourcesrequiredtoimplementactivities

toreachthegoalsandobjectivesofthe

ProgrammeofActiｏｎ・Ａｔｔｈｅｓａｍｅｔｉｍｅ，

efficientuseofexistingresourceｓｉｓａｌｓｏ

ｉｍｐｏｒｔａｎｔａｎｄｓｈｏｕｌｄｂｅｐｕｒsuedthrough

suchmeasuresasdecentralization，peoples，

particpation，afocusontargetgroupsand

anincreaseofnationalcapacities．

1．９Wethereforesupporttherightof

alｌｐｅｐｌｅｔｏｈａｖｅａｃｃｅｓｓｔｏｐｒｉｍａｒｙｈｅａｌｔｈ

ｃａｒｅｂｙｔｈｅｅｎｄｏｆｔｈｅｃｕｒｒｅｎｔｄｅｃａｄｅａｎｄ

ｐｌｅｄｇｅｔｏｗｏｒｋｔｏｒｅｄｕｃｅｔｈｅｄisparitiesin

healthconditionsandmortalityrisksbe-

tweenandwithincountriesasdetailedin

thegoalscontanedintheProgrammeof

Actio、．

ResourceMobiIization

ＣａｌＩｔｏＡｃｔｉｏｎ
1．１０Thequalityandsuccessofpopu‐

lationanddevelopmentprogrammesｄｅ－

ｐｅｎｄ，toaconsiderableextent，onhow

strategicallyacountryallocatesitsreso-

urcesamongvarioussectors、Thisinturn

dependsonthesocial，political，economic

andculturalrealitieso『thecountryand

itspopulationpolicyandprogrammeprio-

rities・Weaccepttheresponsibilityas

electedrepresentativesofthepeopleto

translatepublicsupportforpopulation

anddevelopmentactivitiesintothemost

beneficialdistributionofbudgetary，ｈｕｍａｎ

andadministrativeresources、Ｗｅｔａｋｅｎｏｔｅ

ｏｆｔｈｅｓｔｒｏｎｇｉｎｔｅｒｎａｔｉonalconsensuson

theneedtomobilizesignificantdomestic

andexternalfinancialresourcesandendo-

1．１２Givenourroleinthecivilsociety

asrepresentativesofpeople，ｗｅｐａｒｌｉａｍｅ－

ｎｔａｒｉａｎｓａｒｅｕｎｉｑｕｅｌｙplacedtoimplement

thelCPDPrograｍｍｅｏｆＡｃｔｉｏｎ，asadopted

atCairo，atthenationalandsubnational

levｅｌａｎｄｔｏｉｎｔｒｏｄｕｃｅａｎｅｗｃｏｎｃｅｒｎｆｏｒ

ｔｈｅｐｌａｎｅｔａｎｄｆｏｒｈｕｍａｎｋｉｎｄｆｏｒｔｈｅ

pursuitofnationalpoliciesofourgovern-

ments・Wecallonparliamentariansevery

wｈｅｒｅｔｏ：

－enactlegislationtoenableGove-

mｍｅｎｔｓｔｏｆｏｒｍｕｌａｔｅａｎｄｉｍｐｌｅｍｅｎｔ

ｎａtionalpopulationpoliciesandpro-

grammesspecifically，improvementof

thclegal，social，economicandcultural

ｲｺﾞ



sｔａｔｕｓｏｆｗｏｍｅｎ aboutpopulationanddevelopmentiss-

ues，withintheglobalcontextoIsu-

stainabledevelopment；－appealtoGovernmentswhichhave

noｔｄｏｎｅｓｏｔｏｓｉｇｎｔｈｅＣｏｎｖｅｎｔｉｏｎｏｎ

ｔｈeEliminationofDiscrimination

agａｉｎｓｔＷｏｍｅｎ，ｔｏｈａｖｅｔｈｅｉｒｐａｒｌｉａ－

ｍｅｎｔｓｒａｔｉｆｙｔｈｅｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎａｎｄｍｏ－

ｎｉｔｏｒｉｔｓｉｍｐｌementation；

－promotethcactiveparticipationof

locaIgovernments，ｃｏｍｍｕｎｔｙｇｒｏｕｐｓ

ａｎｄｎｏｎ－ｇｒｖｅｒｎｍｅｎtalorganizations，

especiallyｗｏｍｅｎ，sgroups，ｉｎｉｍｐｌｅｍ

ｅｎｔｉｎｇｔｈｅＰｒｏｇｒａｍｍｅｏｆＡｃtionas

adoptedattheCairoConference；－establishmechanismsforparli-

amentarianstomonitorandevaluate

sｕｃｈｐｏｌｉｃｉｅｓａｎｄｐｒｏｇｒａｍｍｅｓｏｎｐｏ－

ｐulation；

－ｅｓｔａｂｌｉｓｈａｎｄ/ｏｒstrengthen，atsu-

bnational,nationaLreginalandglobal

lovels，parliamcntarycommitteesonp

opulationanddevelopment；－approvebudgetaryprovisionsto

increasefinancialresourcesallocated

totheimplementationofpopulation

policiesandprogrammes，andtoenact

legislationinsupportｏｆｓｕｃｈｐｒｏｖｉ－
●

ｓＩｏｎｓ８

－promoteandexpandcooperation

amongparliamcntariansaroundthe

gloｂｅｉｎｔｈｅｆｉｅｌｄｏｆｐｏｐｕｌａｔｉｏｎａｎｄ

ｓｕｓtainabledeveIopment．

－ｇｅｎｅｒａｔｅｐｕｂｌｉｃｓｕｐｐｏｒｔａｍｏｎｇｃｏ－

ｎstituentsforthemobilizationand

allocationofdomesticresourccsto

supportnationalpopulationanddeve-

lopmentpoliciesandprogramｍｅｓ；

ＦｒｏｍＣｏｍｍｉｔｍｅｎｔｔｏＡｃｔｉｏｎ

1．１３Weherebypledgetotranslateour

personalcommitmentintopoliticalaction

assetforthinthisDeclaratiｏｎ，bothino

urnationalIegislaturesandelsewhere，ａｓ

appropriate，ａｎｄｔｏｅｎｃｏｕｒａｇｅｏｔｈｅｒｓｔｏ

ｊｏｉｎｕｓｉｎmeetingthisurgentchallenge．

－creategreaterawarenessamong

poliｃｙｍａｋｅｒｓａｎｄｔｈｅｇｃｎｅｒａｌｐｕｂｌｉｃ

イ５
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